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要 約   

環状ケトエノール系殺虫剤である「スピロテトラマト」（CAS No．  

203313－25－1）について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施し  

た。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植  

物体内運命（りんご、レタス、ばれいしょ及びわた）、土壌中運命、水中運命、  

作物残留、急性毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性  

毒性（ラット及びイヌ）、発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、  

発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、スピロテトラマト投与による影響は主に肝臓、腎臓、肺及び  

精巣に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び  

遺伝毒性は認められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた 2年間発がん性試  

験の無毒性量が12．5mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として安全  

係数100で除した0．12mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

ー．、声   訂‾  



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：スピロテトラマト  

英名：SPirotetramat（ISO名）  

3．化学名  

Ⅰ■UPAC  

和名：シス寸（ェトキシカルポニルオキシ）－8－メトキシー3－  

（2，5－キシリル）－1－アザスピロ【4．5］デカー3－エンー2－オン  

英名：Clb－4－（ethoxycarbonyloxy）－8－methoxy－3－  

（2，5－Ⅹylyl）－1－aZaSpiro、［4．5］dec－3－en－2－One  

CAS（No．203313－25－1）  

和名：シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－8－メトキシ・2－オキソー1－  

アザスピロ［4．5］デカー3－エンー4－イル エチルカルポナート  

英名：C］b－3－（2，5－dimethylphenyl）－8－methoxy－2－0Ⅹ0－1－  

azaspiro【4．5】dec－3－en－4－ylethylcarbonate  

4．分子式  

C21H27NO5  

5．分子量  

373．45  

6．構造式  
CH3－  

屯
諾
 
、
 

・
．
 
 

l
 
 

〓
 
 

C
 
 

一
 
 

。
 

／
 

H
 
O
 
 
 
軋
．
 
 7．開発の経緯   

スピロテトラマトはバイエルクロツプサイエンス社によって開発された環   

状ケトエノール構造を有する殺虫剤であり、作用機作は昆虫のアセチルCoA   

カルポキシラーゼ阻害と考えられている。海外では、北米自由貿易協定国   

（NAFTA：米国及びカナダ）及びヨーロッパ連合（評価担当国：オーストリ   

ア）において2006年10月及び2007年1月に農薬登録申請がなされている。   

今回、バイエルクロツプサイエンス株式会社からインポートトレランス申   

請（ばれいしょ、はくさい、トマト等）がなされている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験［Ⅱ．1～4］は、スピロテトラマトのアザスピロデセニル環の   

3位の炭素を14Cで標識したもの（【aza－3－14C］スピロテトラマト）及びアザ   

スピロデセニル環の5位の炭素を14Cで標識したもの（【aza－5－14C］スピロテ  

トラマト）を用いて実施された。また、各種運命試験において、M5及び  
Mlグルコシドのアザスピロデセニル環の3位の炭素を14Cで標識したもの   

（［aza－3－14C］M5及び【aza－3q14C］Mlグルコシド）、Mlのアザスピロデセニ   

ル環の3位または5位の炭素を14Cで標識したもの（【aza－3－14C］Ml及び  

【aza－5－14C］Ml）及びM28 のメトキシ基の炭素を14Cで標識したもの  

（lmet－14C］M28）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に   

断りがない場合はスピロテトラマトに換算した。代謝物／分解物略称及び検   

査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラット   

①スピロテトラマト  

a．吸収  

（a）血中濃度推移  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に［aza－3－14C］スピロテトラマト  

を2mg／kg体重（以下、［1．］において「低用量」という。）または100  

mg／kg体重（以下、［1．］において「高用量」という。）で単回経口投  

与、あるいは低用量で反復経口（非標識スピロテトラマトを14日間  

投与後、15 日目に標識体を単回投与）投与して、血中濃度推移につ  

いて検討された。  

血衆中放射能濃度推移は表1に示されている。  

投与量や投与方法（回数）に関係なく雌の方が速やかにTmaxに達  

した。また、低用量群ではTl／2のα相が雄で速やかであったが、β相  

では性差はみられなかった。また、高用量群及び反復投与群では、高  

用量群のβ相を除いて雌の方が速やかに消失する傾向がみられた。  

（参照2）  

（b）吸収率  

排泄試験［1．（1）①d．］より得られた投与後48時間の尿中排泄率が   

総投与放射能（TAR）の87．9％以上であったことから、吸収率は87．9％   

以上であると考えられた。（参照2）  

ご「1l   



表1血祭中放射能濃度推移  

投与方法  単回投与  反復投与   

投与群  2mg／kg体重   100mg／kg体重   2mg／kg体重   

性別  雄   雌   雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）  0．89   0．09   2．03   0．77   0．45   0．35   

Cmax（pg／g）  4．41   4．15   210   117   5．21   298  

0．31   4．79   1．70   0．06   3．62   0．47  

b．分布   

Wistarラット（一群雌雄各8匹）に【aza－3－14C］スピロテトラマトを  

3mg／kg体重で単回経口投与して、体内分布試験が実施された。   

投与1及び4時間後の主要組織における残留放射能濃度は表2に示   

されている。   

雌雄とも腎臓及び肝臓で高い残留放射能が認められた。いずれの臓器  

及び組織内においても投与1時間後以降には残留放射能濃度が減少し  

た。（参照3）  

表2 投与1及び4時間後の主要組織における残留放射能濃度（ドg／g）  

投与量  雄   雌   

腎髄質（12．7）、腎皮質（10．6）、  腎髄質（7．31）、腎皮質（5．15）、  

3mg／kg体重   
1時間後        肝臓（7．44）、血液（2．71）   肝臓（4．50）、血液（1．20）  

腎髄質（7．61）、肝臓（5．44）、  腎髄質（2．62）、腎皮質（1．49）、  

4時間後        腎皮質（4．81）、血液（1．29）  肝臓（1．32）、血液（0．37）  

また、Wistarラット（一群雌雄各4匹）に【aza－3－14C］スピロテトラ  

マトを低用量または高用量で単回経口投与、あるいは低用量で反復経口  

（非標識スピロテトラマトを14日間投与後、15日目に標識体を単回投  

与）投与して、体内分布試験が実施された。   

投与48時間後の主要組織における残留放射能濃度は表3に示されて  

いる。   

肝臓及び腎臓に分布する傾向が認められたが、いずれの投与群におい  

ても組織内残留は低かった。（参照2）  
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表3 投与48時間後の主要組織における残留放射能濃度（ng／g）  

投与条件   性別   組織中残留放射能濃度   

2mg／kg体重  雄  肝臓（7．6）、血衆（1．1）、赤血球（1．0）  
（単回）  雌  腎臓（4．0）、肝臓（3．5）、血祭（1．5）、赤血球（1．3）   

100mg／kg体重  

（単回）   雌  腎臓（60．9）、肝臓（50．2）、血祭（26．7）、赤血球（25．0）   

2mg／kg体重  雄  肝臓（9．4）、腎臓（2．4）、血衆（0．9）、赤血球（0．7）  
（反復）  雌  腎臓（2．7）、肝臓（1．9）、．血祭（1．0）、赤血球（0．7）   

¢．代謝物同定・定量   

排泄試験［1．（1）①d．］における尿及び糞を用いて代謝物同定・定量試  

験が実施された。   

尿及び糞中における代謝物は表4に示されている。   

親化合物はいずれの投与群からも認められず、主要代謝物としてMl  

及びM2が認められた。尿中においてはMlが全投与群において最も多  

く認められ、糞中では低用量群の雌を除いてM2が最も多く認められた。  

Mlの生成量は雄と比較して雌の方で高く、M2の生成量は雌と比較し  

て雄の方が高い傾向であった。他には微量代謝物としてM3、M4、M5  

及び M6 が認められたが、生成量はいずれの投与群においても  

1．6％TAR未満であった。   

ラット体内におけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、アザスピロ  

デセニル環側鎖の炭酸エステル結合の開裂を受けてMlに変換され、さ   

らに0－脱メチル化によりM2へと変換されると推察された。その他、  

エノール体のグルクロン酸抱合化によるM3の生成、エノール体のピラ   

ミジン環の水酸化によるM5の生成、エノール体のメチル基の酸化によ   

るM4の生成が認められた。（参照2）  

表4 尿及び糞中における代謝物（％TAR）  

投与条件  性別  試料   代謝物   

Ml（62．5）、M2（24．4）、M5（0．81）、M4（0．80）、M3（0．44）、  

雄   
尿       M6（0．15）  

2  M2（2．6）、Ml（0．55）、M4（0．46）、M6（0．15）、M3（0．07）、   

mg／kg体重  糞  

（単回）  Ml（79．7）、M2（4．4）、M5（0．77）、M4（0．30）、M3（0．16）、  

雌   尿       M6（0．05）  
糞  Ml（0．83）、M2（0．58）、M5（0．33）、M6（0．16）、M4（0．11）   

100   Ml（51．4）、M2（32．4）、M4（0．90）、M3（0．69）、M5（0．28）、   
mg／kg体重  

雄   
尿  

（単回）  M2（4．7）、Ml（1．6）、M4（0．68）、M6（0．47）、M3（0．11）、  

糞       M5（0．21）  
雌  尿  Ml（82．7）、M2（9．1）、M5（0．41）、M4（0．27）、M3（0．18）   
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糞  M2（0．96）、Ml（0．67）、M4（0．15）、M5（0．09）、M6（0．06）   

Ml（65．6）、M2（21．5）、M4（0．72）、M5（0．53）、M3（0．36）、  

雄   
尿       M6（0．13）  

2  M2（3．2）、M4（0．4射、Ml（0．44）、M6（0．23）、M3（0．07）、   
mg／kg体重  糞  

（反復）  Ml（86．5）、M2（4．7）、M5（0．75）、M4（0．55）、M3（0．15）、  

雌   尿       M6（0．05）  
糞  M2（0．65）、M4（0．26）、Ml（0．19）、M6（0，06）、M5（0．04）   

注）いずれの投与群においても投与後48時間までの試料を用いて分析した。  

d．排泄  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に【aza－3－14C］スピロテトラマトを   

低用量または高用量で単回経口投与、あるいは低用量で反復経口（非標   

識スピロテトラマトを14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）投   

与して、排泄試験が実施された。  

投与後24及び48時間までの尿及び糞中排泄率は表5に示されてい  

る。  

いずれの投与量及び投与方法においても、投与後 24 時間での   

88％TAR以上が糞尿中に排泄された。主要排泄経路は、性別及び投与量   

にかかわらず尿中への排泄率が糞中より高かった。（参照2）  

表5 投与後24及び48時間までの尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与条件  2mg／kg体重（単回）     100mg／kg体重（単回）     2mg／kg体重（反復）   

性別   雄  雌  雄  雌  雄  雌   

試料   尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞   

投与後 24時間  93．0  4．9  85．7  2．3  88．3  10．0  93．0  2．8  90．9  5．9  93．2  1．4   

投与後 48時間  93．3  5．1  87．9  3．3  89．1  10．5  93．8  3．0  91．5  6．6  94．8  1．8   

②H5  

a．吸収  

Wistarラット（雄4匹）に［aza－3－14C］M5を低用量で単回経口投与   

して、血中濃度推移について検討された。  

血衆中放射能濃度推移は表6に示されている。スピロテトラマトの   

血中濃度推移検討試験［1．（1）①a．（b）］で得られた値と比較すると、Tmax   

に関しては同様な傾向が認められたが、消失に関してはM5の方が速や   

かであった。（参照6）  
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表6 血渠中放射能濃度推移  

投与群  2mg／kg体重   

性別  雄   

Tmax（時間）  0．81   

Cm。X（トg／  g）   1．26  

0．30  

b．休内分布   

Wistarラット（雄4匹）に【aza－3－14C］M5を低用量で単回経口投与   

して、体内分布試験が実施された。   

投与48時間後の主要組織中における残留放射能濃度は表7に示され  

ている。雄における組織内残留は低く、肝臓等で比較的高い残留放射能  

が認められた。（参照6）  

表7 投与48時間後の主要組織中における残留放射能濃度（ng／g）  

投与群   性別   組織中残留放射能濃度   

肝臓（18）、・消化管（10）、甲状腺（7）、腎臓（4）、精巣  

2mg／kg体重  雄  （4）、副腎（3）、骨格筋（2）、赤血球（2）、皮膚（2）、  
牌臓（1）、心臓（1）、肺（1）、大腿骨（1）、血祭（1）   

G．代謝物同定・定量   

Wistarラット（雄4匹）に［aza－3－14C］M5を低用量で単回経口投与   

して、代謝物同定・定量試験が実施された。   

尿及び糞中において未変化のM5は認められなかった。主要代謝物は  

いずれもM6であり、他にM6の代謝物が認められた。   

ラット体内におけるM5の主要代謝経路は、0一脱メチル化によるM6  

の生成、M6は酸化反応を受けて水酸体へと変換され、更に脱水素によ   

りケト体へと変換する経路が推察された。また、M6のアザスピロデカ  

ン環の開裂により脱メチルグリオキシル酸アミド体及び脱メチルアミ  

ド体へと変換する経路も認められた。（参照6）  

d．排泄   

Wistarラット（雄4匹）に［aza－3－14C］M5を低用量で単回経口投与   

して、排泄試験が実施された。   

投与後24及び48時間尿及び糞中排泄率は表8に示されている。  

98．6％mRが排泄物試料から回収された。投与放射能の体外への排泄は  

投与後24時間以内にほぼ終了した。（参照6）  
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表8 投与後24及び48時間までの尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与群   2mg／kg体重   

性別   ．雄   

試料   尿   糞   

投与後24時間   53．7   41，5   

投与後48時間   54．5   44．1   

③Mlグルコシド  

a．吸収  

Wistarラット（雄1匹）に［aza－3－14C］Mlグルコシドを0．1mg／kg   

体重で単回経口投与して、血中濃度推移について検討された。  

血衆中放射能濃度推移は表9に示されている。スピロテトラマト及   

びM5の血中濃度推移検討試験［1．（1）①a．（b）及び1．（1）②a．］で得られ   

た値と比較すると、Mlグルコシドの方が緩やかにTmaxに達すること   

が認められた。消失に関してはスピロテトラマト及びM5は二相性の減   

衰を示したが、Mlグルコシドは一相性の減衰を示した。（参照7）  

表9 血渠中放射能濃度推移  

投与群  0．1mg／kg体重  性別  雄  Tmax（時間）  4．32  Cmax（pg／g）  0．02  
b．代謝物同定■定量   

Wistarラット（雄1匹）に【aza－3－14C］Mlグルコシドを0．1mg／kg  

体重で単回経口投与して、代謝物同定・定量試験が実施された。   

尿及び糞中における主要代謝物として、Mlが63．5％TAR認められた。  

微量代謝物としてM2及びM5がそれぞれ5．2及び3．1％TAR認められ  

た。未変化の Mlグルコシドは 21．2％TAR認められ、その大部分  

（20．7％TAR）が糞中から回収された。   

ラット体内におけるMlグルコシドの主要代謝経路は、加水分解によ  

るMlの生成、Mlはさらに0一脱メチル化及びピラミジン環の水酸化を  

受けてそれぞれM2及びM5へと代謝される経路が推察された。（参照  

7）  

C．排泄   

Wistarラット（雄1匹）に［aza－3－14C］Mlグルコシドを0．1mg／kg  

体重で単回経口投与して、排泄試験が実施された。  
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投与後24及び48時間の尿及び糞中排泄率は表10に示されている。  

97％TARが排泄物試料から回収された。投与放射能の体外への排泄は  

投与後24時間以内に終了した。（参照7）  

表10 投与後24及び48時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

性別   雄   

試料   尿   糞   

投与後24時間   52．5   42．7   

投与後48時間   53．3   43．7   

（2）畜塵動物（ヤギ）   

①吸収  

泌乳ヤギ（雌1頭）に［aza－3－14C］スピロテトラマトを2．22nlg／kg体重   

／日で反復経口（朝の採乳後の第一胃にかん流シリンジを用いて4日間反   

復）投与して、血中濃度推移について検討された。  

血祭中放射能濃度推移は表11に示されている。ラットにおける血中濃   

度推移検討試験［1．（1）①a．（b）】で得られた値と比較すると、Tmaxに関し   

てはラットと同様な傾向が認められたが、消失に関しては泌乳ヤギの方が   

速やかであった。（参照8）  

表11血焚中放射能濃度推移  

投与条件  2．22mg／kg体重／日（反復）   

性別  雌   

Tmax（時間  0．82   

Cmax（ドg／  g）   0．38   

0．28  Tl／2（時間）  

②分布   

泌乳ヤギ（雌1頭）に【aza－3－14C］スピロテトラマトを2．22mg／kg体重  

／日で反復経口（朝の採乳後、泌乳ヤギの第一胃にかん流シリンジを用い  

て4日間反復）投与して、体内分布試験が実施された。   

投与96時間後の主要組織及び乳汁中における残留放射能濃度は表12  

に示されている。腎臓、肝臓等で比較的高い残留放射能が認められたが、  

泌乳ヤギにおける組織内残留性は低いと考えられた。（参照8）  
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表12 投与96時間後の主要組織及び乳汁中における残留放射能濃度（囲／g）  

投与条件   性別   組織中残留放射能濃度   

2．22mg／kg体重／日   腎臓（0．184）、肝臓（0．050）、筋肉（0．011）、   

（反復）  雌       乳汁（0．008）、脂肪（0．003）   

③代謝物同定・定量   

泌乳ヤギ（雌1頭）に［aza－3－14C］スピロテトラマトを2．22mg／kg体重  

／日で反復経口（朝の採乳後、泌乳ヤギの第一胃にかん流シリンジを用い  

て4日間反復）投与して、代謝物同定・定量試験が実施された。   

尿及び糞中における代謝物は表13、乳汁及び主要組織中における代謝  

物は表14に示されている。尿、糞、乳汁及び組織中に親化合物は認めら  

れなかった。乳汁及び組織中における主要代謝物はいずれもMl及びM3  

であり、尿及び糞中における主要代謝物はMlであった。   

泌乳ヤギ体内におけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、アザスピロ  

デセニル環側鎖の炭酸エステル結合の開裂を受けてMlに変換され、さら  

にグルクロン酸抱合によるM3の生成であると推察された。また、Mlの  

0－脱メチル化によるM2の生成、Mlのピラミジン環の水酸化によるM5  

の生成、Mlのテトラミン酸部分の二重結合の還元によるM7の生成が認  

められた。（参照8）  

表13 尿及び糞中における代謝物（％TAR）  

投与条件   性別  試料   代謝物  

2．22  
Ml（68．7）、M3（5．0）、M2（2．6）、M5（0．2）、未同  

mg／kg体重／日  
尿       定代謝物1～4（1．9）  

（反復）   

Ml（7．9）、M5（1．8）、M2（0．5）、M3（0．1）、未同  

糞       定代謝物4～5（0．5）   

表14 乳汁及び主要組織中における代謝物（％TRR：総残留放射能）  

投与条件  性別  試料   代謝物  

Ml（48．8）、M3（23．9）、M2（7．9）、M5（2．3）、M7  

乳汁       （0．9）、未同定代謝物1～5（14）  

2．22  
筋肉  Ml（72．4）、M5（9．7）、M2（7．4）  

mg／kg体重／日  
脂肪  Ml（59．9）、M3（19．4）  

（反復）   

M3（37．4）、Ml（33．7）、M2（6．6）、M7（4．1）、M5  

肝臓       （2．7）、未同定代謝物1～6（0．008★）  
Ml（78．4）、M3（14．2）、M2（4．4）、M5（2．1）、未  

腎臓       同定代謝物2（0．9）   
★未同定代謝物4及び6が＜0．001  
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④排泄   

泌乳ヤギ（雌1頭）に【aza－3－14C］スピロテトラマトを2．22mg／kg体重  

／日で反復経口（朝の採乳後、泌乳ヤギの第一胃にかん流シリンジを用い  

て4日間反復）投与，して、排泄試験が実施された。   

投与後96時間の尿及び糞中排泄率は表15に示されている。尿中への  

排泄率が糞中より高く、ラットで認められた結果と同様な傾向が認められ  

た。（参照8）  

表15 投与後96時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与条件   2．22mg／kg体重／日（反復）   

性別   雌   

試料   尿   糞   

投与後96時間   78．4   10．8   

（3）畜産動物（ニワトリ）   

①分布  

ホワイトレグホーンニワトリ（雌6羽）に【aza甘14Clスピロテトラマ   

トを1．01mg／kg体重／日で14日間反復経口投与して、体内分布試験が実   

施された。  

14 日間反復経口投与後の主要組織における残留放射能濃度は表16に   

示されている。腎臓、卵巣及び卵管内の卵、肝臓等で比較的高い残留放射   

能が認められたが、ニワトリにおける組織内残留性は低いと考えられた。   

（参照9）  

表1614日間反復経口投与後の主要組織における残留放射能濃度（囲／g）  

投与条件   性別   組織中残留放射能濃度   

2．22mg／kg体重／   腎臓（0．039）、卵巣及び卵管内の卵（0．019）、肝   

日  雌       臓（0．017）、皮膚（0．009）、脂肪（0．004）、筋肉   

（反復）  （0．003）   

②代謝物同定一定量   

ホワイトレグホーンニワトリ（雌 6羽）に［aza－3－14C］スピロテトラマ  

トを1．01mg／kg体重／日で14日間反復経口投与して、代謝物同定・定量  
試験が実施された。   

排泄物及び主要組織中における代謝物は表17に示されている。排泄物  

及び組織中に親化合物は認められなかった。組織中における主要代謝物は  

いずれもMlであり、筋肉及び肝臓ではM3も認められた。排泄物中にお  

ける主要代謝物はMlであった。   

ニワトリ体内におけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、炭酸エステ  
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ル結合開裂によるMlの生成及びMlのグルクロン酸抱合によるM3の生  

成であると推察された。また、Mlの0一脱メチル化によるM2の生成、  

Mlのピラミジン環の水酸化によるM5の生成が認められた。（参照9）  

表17 排泄物及び主要組織中における代謝物（％TRR）  

投与条件   性別  試料   代謝物   

Ml（72，4）、M3（4．6）、M5（4．2）、M2（3．7）、  

2．22  
排泄物       未同定代謝物1～4（13．5）  

卵  Ml（83．9）、M3（6．9）、未同定代謝物2（4．7）  

mg／kg体重／日 （反復）  雌                   筋肉  Ml（64．4）、M3（4．2）、未同定代謝物2（6．9）      M 
脂肪  l（18．4）、未同定代謝物1（56．5）  

肝臓  Ml（50．0）、M3（15，1）、未同定代謝物2（3．6）   

（4）固定化肝細胞を用いた／〝r／f′ク代謝に関する種間差の検討  

Wistarラット（雄）、ICRマウス（雄）及びヒト（男性）から採取され   

た固定化肝細胞（アルギン酸基質に封入されたもの）を、グルコース（25   

mM）を添加したHank，s平衡塩類溶液を用いて培養し、［aza－3－14C］スピ   

ロテトラマトを50または520ドM処理して、ムコIイわⅥ代謝に関する種間   

差について検討された。  

いずれの処理群においても親化合物は認められなかった。50ドM処理   

群ラット固定化肝細胞における主要代謝物はMl（87％TRR）で、次いで   

M2（7％TRR）であった。他にM4（4％TRR）及びM5（3％TRR）が認め   

られた。ラットでは、Mlの0一脱メチル化を含む酸化的代謝反応が主要解   

毒経路と考えられ、Mlの酸化代謝物（M12、M4及びM5）の生成が認め   

られた。同群のマウス固定化肝細胞における主要代謝物はMl（66％TRR）   

で、次いでM3（30％TRR）であった。M2、M4及びM5はそれぞれ1～2％TRR   

認められたのみであった。同群のヒト固定化肝細胞における主要代謝物は   

Ml（92％TRR）で、次いでM3（6％TRR）であった。他にはM2が1％TRR   

認められたのみであった。  

520トLM処理群では、50llM処理群と比較してラット、マウス及びヒト   

とも検出代謝物数の減少及び主要代謝物生成量の変動が認められ、Ml代   

謝能の飽和が推察された。すなわち、いずれの固定化肝細胞でも 50ドM   

処理群で認められた結果と比較するとMlが高い比率で検出され、ラット   

固定化肝細胞では他の代謝物が検出されず、マウス及びヒト固定化肝細胞   

においても、他の代謝物の生成量が著しく少量であった。（参照4）  

（5）生理学的薬物動態の解析（薬物動態PK－Slimを用いたシミュレーショ  

ン：参考データ）  

雄ラットに高用量のスピロテトラマトを投与した場合を仮定し、スピ  

16   



ロテトラマト及び代謝物Mlの全身暴露に対する薬物動態の飽和の影響  

を明らかにするため、生理学的薬物動態（physiology based  

pharmacokinetic：PBPK）モデルに基づく市販ソフトPK－Slimを用いて  

シミュレーションを行った。   

その結果、腎能動輸送（取り込み及び排泄）プロセスの飽和により、  

高用量における血祭中濃度曲線の形状が大きく変化することが示唆され  

た。   

反復投与時の全身中濃度上昇を示す血祭中薬物濃度のCmax／C（24h）1は、  

投与量の増加に伴って顕著に変化した。投与量2mg／kg体重のCmax／C（24h）  

は、1，820（腎取り込みの飽和）～1，873（腎排泄の飽和）であった。一方、  

高用量でのCmax／C（24h）は約5に低下し、同投与量の反復投与により全身薬  

物濃度が連続的に増加し得ることが示唆された。   

28日間反復経口投与時の血祭中濃度の用量依存性に関するシミュレー  

ションでは、500mg／kg体重以上の投与量で血祭中濃度が上昇した。高用  

量では、約15日後の定常状態まで1日の平均濃度が約2倍ずつ高くなっ  

た。この現象が、薬物濃度曲線下面積（AUC）の高い非線形性を引き起  

こし、投与量を2mg／kg体重から1，000mg／kg体重に増やすことにより、  

AUCn。rm2が単回投与時の5から7倍に増加した。（参照5）  

2．植物体内運命試験  

（1）りんご  

温室内で生育させたりんご樹（品種：EIstar）に［aza－3－14C］スピロテト  

ラマトを576gai／haで2回散布（20日間隔、最終散布日：収穫63日前）  

し、植物体内運命試験が実施された。  

果実の総残留放射能濃度は0．61mg／kgであった。また、ジクロロメタ  

ンにより果実表面の残留放射能（48．5％TRR）を洗浄して回収した結果、   

全量が親化合物であった。洗浄後の果実から49．5％TRRが抽出され、抽   

出残凌が2．1％TRRであった。果実抽出液中の親化合物は2．8％TRRのみ   

であった。果実における主要代謝物として、M7が15．6％TRR（0．10mg／kg）、   

M5が7．7％TRR（0．05mg／kg）認められた。またMl及びMlグルコシ   

ドもそれぞれ2・1％TRR（0・01mg／kg）及び5・1％T寧R（0・03mg／kg）認  

められた。また、微量代謝物としてM6及びM8ならびにM6及びM9の   
配糖体が認められたが、個々の生成量は3．8％TRR（0．02mg／kg）以下で  

あった。  

菓の総残留放射能濃度は36．6mg／kgであり、94．6％TRRが抽出され、  

1C（24h）：投与24時間後における血祭中放射能濃度  
2AUCn。，m：投与量で相対化した薬物濃度曲線下面積  
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5・4％TRRが抽出されなかった。抽出成分として親化合物及びMlがそれ  

ぞれ72・0％TRR（26・4mg／kg）及び11．6％TRR（4．26mg／kg）認められ  

た。微量代謝物として、果実でも認められたM6及びM9の各配糖体が認  

められ、その生成量は合計で8．0 ％TRR（2．92mg／kg）であった。また、  

M5も3．0％TRR（1．09mg／kg）が認められた。   

りんごにおけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、炭酸エステル結  

合の加水分解による Mlの生成であると推察された。主要代謝物である  

Mlは、果実においてテトラミン酸部分の二重結合が還元されたM7へと  

代謝され、また、グルコシド抱合も認められた。果実及び葉に共通して、  

Mlのテトラミン酸部分の水酸化によりM5が生成した。なお、M5のメ  

トキシ基の酸化により、M9が生成した。また、Mlの0一脱メチル化によ  

り、M2の生成が想定され、さらにM2が水酸化を受けたM6の生成が認  

められた。（参照10）  

（2）レタス  

温室内で生育させたレタス（品種：Alexandrina）に【aza－3－14C］スピロ   

テトラマトを72g ai／haの施用量で2回散布（収穫21及び7日前）し、   

植物体内運命試験が実施された。  

レタスにおける総残留放射能濃度は3．13mg／kgであった。96％TRRが   

抽出され、そのうち親化合物が55．9％TRR（1．75mg／kg）と最も多く認   

められた。代謝物としてMl、Mlグルコシド及びM5が認められ、生成   

量はMlが17．8％TRR（0．56mg／kg）、Mlグルコシドが11．4％TRR（0．36   

mg／kg）及びM5が6．2％TRR（0．20mg／kg）であった。  

レタスにおけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、炭酸エステル結   

合の加水分解によるMlの生成であると推察された。Mlはレタス体内に   

おいて糖抱合反応を受けてMlグルコシドとなる他、テトラミン酸部分の   

水酸化によりM5の生成が認められた。（参照11）  

（3）ぱれいしょ  

温室内で生育させたばれいしょ（品種：Grata）に［aza－3－14C］スピロテ   

トラマトを96gai／haの施用量で3回散布（14日間隔）し、最終散布14   

日後の収穫期に塊茎及び茎葉を採取して、植物体内運命試験が実施された。  

塊茎における総残留放射能濃度は0．24～0．26mg／kgであり、茎葉では  

11．1mg／kgであった。塊茎において、親化合物は検出されなかった。塊茎   

の主要代謝物として、Mlが65．8％TRR（0．17mg／kg）認められた。また、   

Mlグルコシドも2．5％TRR（0．006mg／kg）認められた。塊茎での微量代   

謝物として、M2、M4、M5、M8及びMlOが認められ、・その生成量はい  
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ずれも 6．8％TRR（0．018mg／kg）以下であった。また、M2配糖体及び  

MlO配糖体が、それぞれ1．5％TRR（0．004mg／kg）及び0．5％TRR（0．001  

mg／kg）認められた。   

茎葉での主要代謝物は、親化合物及びM5であり、それぞれ49．4％TRR  

（5．46mg／kg）及び24．8％TRR（2．75mg／kg）を占めた。また、Ml及び  

Mlグルコシドもそれぞれ7．8％TRR（0．87mg／kg）及び3．6％TRR（0．40  

mg／kg）認められた。茎葉での微量代謝物として、M2及びその配糖体、  

血4及びその配糖体が認められ、いずれも1．1％TRR（0．12mg／kg）以下  

であった。   

ばれいしょにおけるスピロテトラマトの主要代謝反応は、エステル結  

合の加水分解によるMlの生成、Mlのテトラミン酸部分の水酸化による  

M5の生成、もしくは糖抱合化及び0一脱メチル化によるM2の生成である  

と推察された。微量代謝物として、メチル基が水酸化されたM4及びMlO、  

M8、Mlグルコシド、M2及びMlOの各配糖体がそれぞれ認められた。（参  

照12）  

（4）わた  

温室内で生育させたわた（品種：Cocker 315）の第 5 葉展開期に   

【aza－3－14C］スピロテトラマトを96gai／haの施用量で散布（第1回散布）   

し、次いで綿花の50％開花時に216gai仙aの施用量で散布（第2回散布）   

し、最終散布39日後の成熟期にわた試料（リント、綿毛除去種子及びわ   

た残体）を採取して、植物体内運命試験が実施された。  

成熟前植物体の痙残留放射能濃度は2．38mg／kgであり、成熟期のわた   

試料ではそれぞれ1．08mg／kg（リント）、1．61mg／kg（わた残体）及び   

0．12mg／kg（綿毛除去種子）であった。成熟前植物体における主要成分   

は親化合物であり、46．9％TRR（1．11mg／kg）を占めた。その他に認めら   

れた代謝物の生成量はいずれも10％TRR未満であった。成熟期の綿毛除   

去種子において、親化合物は0．4％TRR（＜0．001mg／kg）と微量であった。   

主要代謝物はMlで、39．8％TRR（0．047mg／kg）認められ、Mlグルコ   

シドは3．5％TRR（0．004mg／kg）認められた。Mlに次ぐ代謝物として、  

／M5が9．0％TRR（0．011mg／kg）認められた。家畜の飼料となりうるわた   

残体では、10％TRR以上認められた成分として親化合物が19・8％TRR   

（0．32mg／kg）、Mlが12．1％TRR（0．20mg／kg）及びM5が29．7％TRR   

（0．48mg／kg）であり、Mlグルコシドも4．0％TRR（0．064mg／kg）認め  

られた。他にはM2グルコシド、M6及びM6異性体のグルコシド体なら   

びにMll、M12、M14及びM15（2種類の異性体）が認められたが、生   

成量はいずれも10％TRR未満であった。リントにおいて10％TRR以上認  
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められた成分は、親化合物が32．3％TRR、（0．35mg／kg）、M5が10．5％TRR  

（0．11mg／kg）、M12が11．9％TRR（0．13mg／kg）であった。また、Ml  

及びMlグルコシドもそれぞれ9．5％TRR（0．10mg／kg）及び0．2％TRR  

（0．002mg／kg）認められた。微量代謝物として、4A％TRR（0．05mg／kg）  

以下のMll及びM15（2種類の異性体）がそれぞれ認められ、これら微  

量代謝物はM12の前駆体であると推察された。   

わたにおけるスピロテトラマトの主要代謝経路は、炭酸エステル結合の  

加水分解によるMlの生成、Mlはピロリジン環の水酸化によるM5の生  

成、さらに環開裂によるMllの生成であると推察された。また、Mlの  

0一脱メチル化により、想定代謝物であるM2を介したM6の生成が推察さ  

れた。なお、M5の0一脱メチルによるM6の生成も推察された。Mllは、  

加水分解によりM15を介したM12及びM13へと代謝された他、開環し  

たピロリジン環のモルホリン環への閉環によりM14が生成した。また、  

水酸基を有する代謝物（Ml、M2及びM6）は、その一部が糖抱合された。  

（参照13）  

（5）りんご培養細胞を用いた植物体内運命試験（／〝r／f′♂）  

りんご果実（品種：Boskop）由来細胞を、改良MS（Murashige＆Skoog）   

培地を用いて従属栄養的に培養し、その細胞懸濁液40mLに［aza－3－14C］   

スピロテトラマトを747トIg処理して、植物体内運命試験が実施された。   

処理7日後に植物細胞及び培養液を採取して、分析試料として使用した。  

培養液抽出物の酢酸エチル相からは、代謝物としてMl、M5、M5グル   

コシド及びM16が認められ、水相からはMl配糖体、M5グルコシド、   

M16配糖体（3種類）及びM2配糖体が認められた。植物細胞抽出物の酢   

酸エチル相からは、代謝物としてM16が認められた。いずれの試料から   

も親化合物は認められず、また、新たな代謝物は認められなかった。（参   

照14）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験   

［aza－3－14C］スピロテトラマトを米国土壌（砂壌土）に0．13mg ai／kg、   

ドイツ土壌（砂壌土、シルト質壌土及びシルト土）に0．74mgai／kgとな  

るように添加し、20±1℃で米国土壌は360 日間、ドイツ土壌は50 日間   

インキュベー卜する好気的土壌中運命試験が実施された。  

好気的条件下でスピロテトラマトの分解は速やかであり、推定半減期は   

2，0～7．8時間であった。各供試土壌において、経時的な揮発性放射能の増   

加が認められた。培養期間が360日間の米国土壌では、揮発性放射能は培   

養開始後86日に総処理放射能（TAR）の15．7％（最高値）を示し、その  
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大部分は14CO2（15．5％TAR）であり、その後培養終了時（360日）まで  

12・ト15．4％TARの水準で認められた。培養期間が50日間であったドイツ  

土壌では、拝発性放射能は培養終了時点でそれぞれ最高値12．2％TAR（砂  

壌土）～19．4％TAR（シルト土）を示し、その大部分は14CO2であった。  

また、培養開始直後から急速な土壌結合型残留が認められ、培養開始後  

ト3日にかけて土壌結合型残留の最高値（21．0～35．2％TAR）が認められた。   

各供試土壌を通じて、主要分解物はMl及びM5であった。なお米国土  

壌と比較して、ドイツ土壌ではM18及びM19の生成量が多かった。   

好気的土壌におけるスピロテトラマトの主要分解経路は、炭酸エチルエ  

ステル結合の加水分解によるMlの生成、Mlのベンジル炭素の酸化によ  

るM5の生成、M5の加水分解的な開環によるMllの生成、最終的には  

CO2までの分解が推察された。他には、Mlが0一脱メチル化されたM2の  

生成、M2の酸化によるM17の生成が推察された。また、Mlの酸化的二  

量化によりM18及びM19が生成された。これらはさらに分解され、土壌  

結合型残留及びCO2へ至ると推察された。（参照15）  

（2）好気的土壌中運命試験（屋外試験）   

［aza－3－14C］スピロテトラマトを2種類の海外土壌［砂壌土（米国）及び   

シルト質壌土（ドイツ）］に288gai／haとなるように散布し、開放条件か   

つ降雨の影響がない栽培エリア（ガラス屋根下）で127日間インキュベー   

トする好気的土壌中運命試験が実施された。  

米国及びドイツ土壌において、親化合物は処理1日後にそれぞれ72．2   

及び53・6％TAR検出され、127日後にそれぞれ1％TARのみが残存した。   

親化合物の推定半減期は米国土壌で1．2日、ドイツ土壌で2．9日であり、   

速やかに分解された。屋外の好気的土壌におけるスピロテトラマトの主要   

分解経路は、親化合物の急速な加水分解によるMlの生成、Mlのベンジ   

ル炭素の酸化によるM5の生成であった。Ml及び扇5の最高生成量は、   

砂壌土では7．8及び25．3％TAR、シルト質壌土では、5．9及び23．6％TAR   

であった。M5は加水分解による環開裂を受け、Mll及びM20へと分解   

された。M20は分子開裂によりM21に分解され、最終的にはCO2まで分   

解されると考えられた。また、Mlの副分解経路として、M2の生成が推   

察され、M2はM17または想定分解物M6を経てM23へ分解されると推   

察された。他の副分解経路として、Mlは、二量体化によるM18及びM19   

の生成が推察され、これらの二量体は開裂後に再度Mlの分解経路に入る   

と推察された。（参照16）  

（3）好気的一嫌気的土壌中運命試演   

【aza－3－14C］スピロテトラマトを砂壌土（ドイツ）に0．77mgai／kgとな  

21  

霹丁 ¶  「苛   



るように添加し、20℃、暗所、好気的条件下で4．8時間インキュべ－トし  

た。その後、酸素除去脱イオン水130mLで湛水して水深3cmとし、窒  

素ガスで15分間充填して嫌気的条件に誘導した。嫌気的条件で20℃、暗  

所で180 日間インキエペートする好気的一嫌気的土壌中運命試験が実施さ  

れた。   

本試験系におけるスピロテトラマトの推定半減期は、0．06日（1．4時間）  

であった。   

好気的条件下では、試験開始4．8時間後に親化合物が85％TARに減少  

した。嫌気的条件下の試験開始0．6日（14．4時間）後で9．4％TAR、6日  

後に1．4％TAR、180日後に検出限界未満に減少した。親化合物はほとん  

どが土壌相に存在した。主要分解物として、Mlが180日後の水相に  

43％TAR、土壌相に11，7％TAR分布した。その他、M5が1日後の試験系  

全体で19．3％TAR生成し、180日後に7．7％TARに減少した。また、M8、  

Mll、M18及びM19が土壌相及び水相のいずれからも検出されたが、全  

試験系を通して8％TAR未満であった。14CO2は、全試験系を通して  

0．2％TAR静められた。土壌への結合型残留放射能は、嫌気的条件に誘導  

後0．6日で最大17．5％TARに達したが、180日後には7．9％TARに減少し  

た。（参照17）  

（4）土壌表面光分解試験   

［aza－3・14C］スピロテトラマトまたは［aza－5－14C］スピロテトラマトを 2   

種類の海外土壌［砂壌土（米国）、・壌土（ドイツ）］にそれぞれ1．9mgai／kg   

となるように添加し、20±1℃で7日間キセノンランプ光（【aza－3－14C］ス   

ピロテトラマト処理群 光強度：1，120W／m2、測定波長：300～800nm、  

［aza－5－14C］スピロテトラマト処理群 光強度：1，130W／m2、測定波長：   

300～800nm）を連続照射する土壌表面光分解試験が実施された。  

親化合物の分解は、光照射区よりも暗所対照区でより速やかであった。   

親化合物の残留は、7 日後に光照射区で 3卜37％TAR、暗所対照区で   

7～9％TAR認められた。また主要分解物としてMl及びM5が認められ、   

M5は暗所対照区の7日後に33～34％TAR、光照射区では12～17％TAR認   

められた。Mlは、暗所対照区の7自後に13～14％TAR認められたが、光   
照射区では7日後に4～5％TARと微量であった。これは、生成されたMl   

が、M5、M20、M21、M28等へ光分解されることが要因であると推察さ   

れた。スピロテトラマトの光照射下での推定半減期は2．4～5．0日であった。   

また、暗所対照区でもスピロテトラマトの分解が認められ、推定半減期は   

0．6～1．2 日であった。暗所対照区での分解が速やかであった理由として、   

光照射による土壌微生物活性の抑制が推察された。  

光照射下において、10％TAR以上認められた分解物はMl、M5及びM28  
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であった。その他にM19、M20及びM21が認められたが、その生成量は  

10％TAR未満であった。（参照18）  

（5）Hlを用いた好気的土壌中運命試験   

【aza－3－14C］Mlまたは【aza－5－14C］Mlを砂壌土（米国）に0．13mgai／kg、   

砂壌土、シルト質壌土及びシルト土（ドイツ）に0．31mgai／kgとなるよ   

うに添加し、20≠1℃、暗所で119日間インキュべ－卜する好気的土壌中   

運命試験が実施された。  

Mlは好気的条件下において二相性の分解を示した。処理後1日以内の   

第一相で80％TAR以上が分解し、さらに試験終了時（119日）までの第二   

相では6．0％TARが分解した。推定半減期は0．02～0．2日（0．48～4．8時間）   

であった。  

経時的な14CO2の増加が試験終了時まで認められ、14CO2以外の拝発性   

有機物質の発生は認められなかった。また、土壌からの抽出放射能は徐々   

に低下し、試験終了時には25％TAR未満となった。土壌結合型残留は、   

シルト質壌土を除く全土壌において処理1日後に最高値となり、試験終了   

時まで同水準の数値で推移した。シルト質壌土の土壌結合型残留は、処理   

32 日後に最高値となり、以降は他の土壌と同様に、試験終了時まで同水   

準の数値で推移した。  

Mlの推定半減期は2．0～22．0日（平均8．2日）であり、いずれの土壌に   

おいても10％TAR以上認められた主要分解物はM5であり、他にM2、   

Mll、M18、M19 及び M23 が認められたが、その生成量はいずれも  

10％TAR未満であった。  

好気的土壌におけるMlの主要分解経路は、ベンジル炭素の酸化による   

M5の生成であると推察された。M5は加水分解による環開裂によりMll   

となり、最終的に結合型残留物及びCO2にまで分解されると推察された。   

また、M5から想定分解物であるM6を経てM23となり、結合型残留物七   

なる反応も推察された。他には、脱メチル化によるM2の生成の後、CO2   

までの分解、もしくはMlの酸化的二量化によるM18及びM19の生成が   

推察された。これらの二量体は開裂後に再度Mlの分解経路に入ると推察   

された。（参照19）  

（6）M28を用いた好気的土壌中運命書式験  

lmet－14C］M28を3種類の海外土壌［シルト質壌土及び壌土（ドイツ）、   

壌質砂土（米国）］に0．13mgai／kgとなるように添加し、20±1℃、暗所   

で14日間インキュベ」トする好気的土壌中運命試験が実施された。  

好気的土壌においてM28は急速に分解した。14 

以上生成した分解物は認められなかった。主要分解物は14CO2であり、そ  
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の生成量は66．3～75．8％TARであった。また、土壌結合型残留物は最大で  

約20％TAR認められた。（参照20）  

（7）土壌吸脱着試験   

［aza－3－14C】スピロテトラマトを用いて、5種類の海外土壌［壌質砂土、   

砂壌土及びシルト質壌土（ドイツ）、砂壌土（米国）、壌土（カナダ）］に   

おける土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは3．70～4．80、有機炭素含有率により補正   

した吸着係数Kocは159～435であった。また、Freundlichの脱着係数   

Kdesは14．2～40．7、有機炭素含有率により補正した脱着係数Kdesoc は   

610～3，620であった。吸着係数と比較して脱着係数が高く、土壌に吸着さ   

れたスピロテトラマトは溶脱しにくいと推察された。（参照21）  

（8）Mlを用いた土壌吸着試験   

【aza－3－14C］Mlを用いて、5種類の海外土壌［2種類のシルト質壌土及び   

砂壌土（ドイツ）、砂壌土（米国）、壌土（カナダ）］における土壌吸着試   

験が実施された。48時間の平衡化時間においても吸着平衡に到達せず、   

急速な分解によるM5の生成が認められた。その結果、物質収支の経時的   

な低下が生じ、現行のガイドラインに従った吸着係数の算出は不可能であ   

った。（参照22）  

（9）…5を用いた土壌吸脱着試験   

［aza－3－14C】スピロテトラマトを用いて、5種類の海外土壌［2種類のシ   

ルト質壌土及び砂壌土（ドイツ）、砂壌土（米国）、埴壌土（カナダ）］に   

おける土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．52～2．21、有機炭素含有率により補正   

した吸着係数Kocは41．0～99．1であった。また、Freundlichの脱着係数   

Kdesは 0．67～2．84、有機炭素含有率により補正した脱着係数 Kdesoc は   

61．2～167であった。（参照23）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

［aza－3－14C］スピロテトラマトまたは［aza－5・14C］スピロテトラマトをpH   

4（酢酸ナトリウム緩衝液）、PH7（トリス緩衝液）及びpH9（ホウ酸緩   

衝液）の各滅菌緩衝液にそれぞれ1mg／Lとなるように添加し、25℃、暗   

所条件下でpH4及び7は29～31日間、pH9は30時間インキエペ－トす  

る加水分解試験が実施された。  

スピロテトラマトの推定半減期はpH4で32．5日、PH7で8．6日及び  
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pH9で7．6時間であった。本試験条件下において、スピロテトラマトの  

加水分解によりMlの生成が認められた。（参照24）  

（2）水中光分解試験（緩衝液）   

【aza・3－14C］スピロテトラマトまたは［aza－5－14C］スピロテトラマトを滅   

菌緩衝液’（酢酸緩衝液：pH5）に1mg／Lの濃度で添加し、25±1℃で7   

日間キセノンランプ光（光強度：989．5W／m2、測定波長：300～800nm）   

を連続照射する水中光分解試験が実施された。  

スピロテトラマトの推定半減期は2．7日、東京における春の太陽光下に   

換算すると 27．0 日であった。光照射区では、親化合物の他に、10％TAR   

以上生成した光分解物として、M24、M25、M26及びM27が同定された。   

また暗所対照区では親化合物及びMlが認められた。（参照25）  

（3）水中光分解試験（自然水）   

【aza－3－14C］スピロテトラマトまたは［aza－5－14C］スピロテトラマトを滅   

菌自然水（河川水、ドイツ、PH7．93）に1mg／Lの濃度で添加し、25±1℃   

で10日間キセノンランプ光（光強度：700W／m2、測定波長：300～800nm）   

を連続照射する水中光分解試験が実施された。   

10％TAR以上生成した主要分解物としてMl、M28及びM29が認めら   

れた。スピロテトラマトの推定半減期は0．19日（4．56時間）、東京にお・け   

る春の太陽光下に換算すると1．35日であった。（参照26）  

（4）Mlを用いた加水分解試験   

［aza－3－14C］Mlまたは［aza－5－14C］MlをpH4（酢酸ナトリウム緩衝液）、   

pH7（トリス緩衝液）及びpH9（ホウ酸緩衝液）の各滅菌緩衝液にそれ   

ぞれ1mg／Lとなるように添加し、25℃、暗所条件下で31日間インキエ   

ペ－トする加水分解試験が実施された。  

Mlは加水分解に安定であり、各緩衝液における推定半減期は1年以上   

と推察された。（参照27）  

（5）Hlを用いた水中光分解試験（緩衝液）   

非標識Mlを滅菌緩衝液（リン酸緩衝液±pH7）に5．03mg／Lの濃度で   

添加し、25±1℃で500分間水銀ランプ（測定波長：295～400nm）を連   

続照射する水中光分解試験が実施された。  

Mlの推定半減期は26．8～39．9時間であった。（参照28）  
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5．土壌残留言式験  

土壌残留試験については、参照にした資料に記載がなかった。  

6．作物残留試験  

あぶらな科葉菜類（ブロッコリー、カリフラワー、キャベツ及びか らし   

な）、うり科野菜類（きゆうり、メロン及びスカッシュ）、うり科を除く果   

実野菜類（トマト、ピーマン及びとうがらし類）、非あぶらな科葉菜類（レ   

タス、リーフレタス、セロリ及びほうれんそう）、ばれいしょ、かんきつ類   

（オレンジ、レモン及びグレープフルーツ）、仁果類（りんご及びなし）、   

核果類（おうとう、もも及びすもも）、ぶどう、ナッツ類（アーモンド及び   

ペカン）、ホップ、わた、たまねぎ、かんきつ類（オレンジ及びマンダリン）   

及びマンゴーを用いて、スピロテトラマト、代謝物Ml、M5、M7及びMl   

グルコシドを分析対象化合物とした作物残留試験が、米国、カナダ及びオ   

ーストラリアにおいて実施された。  

結果は別紙3に示されている。  

スピロテトラマト及び代謝物の合計の最高値は、処理 7 日後に収穫した   

ホップの5．82mg／kgであった。（参照29、70）  

7．乳汁移行試験  

乳牛（1群3頭）にスピロテトラマトを29日間カプセル経口（0、3、9   

及び30mg／kg体重／日）投与し、乳汁移行試験が実施された。乳試料は、投   

与開始前日、投与開始日及び投与開始1、3、5、7、10、17、21、24、26   

及び28日後の各日朝夕に2回搾乳し、同一日の試料を混合して分析試料と   

した。また、26 日後の乳汁試料を乳脂肪と乳清に分離し、それぞれ分析試   

料とした。  

搾乳した試料中スピロテトラマトは、すべて定量限界未満（5トIg／mL未   

満）であった。スピロテトラマトは、乳汁へ移行することはないと考えられ   

た。（参照30）  
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8．一般薬理試験   

ラット及びマウスを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表18に示   

されている。（参照31）  

表18 一般薬理試験  

投与量  最大  

試験の種類  
動物種  動物数 匹／群   mg／kg体重 （投与経路）   無作用量 （ 

最小作用量  

mg／kg体重）  
（mg／kg体重）   

一般状態  
Wistar  

0、80、 

（Irwin  雄5   2，000  2，000  
投与による影響  

法）  
ラット  

（経口）  

なし  

中  
0、80、400  

雄6  2，000  2，000  
投与による影響  

枢  量   マウス  
（経口）  

なし  

神  

経  ICR  
0、80、400  

雄6  2，000  2，000  
投与による影響  

系  作用  マウス  
（経口）  

なし  

Wi畠tar  
0、80、400  

体温  雄5  2，000  2，000  
投与による影響  

ラット  
（経口）  

なし   

自  

律  0、80、400  

神  
Wistar ラット   

雄5  2，000  2，000  
投与による影響  

経  （経口）  
なし   

系   

循  

環  Wistar  
0、80、400  

雄5  2，000  2，000  
投与による影響  

器  
（経口）  

なし   

系   

腎  0、80、400  
2，000mg／kg  

機  
WistaI・  

雄5  2，000  400   2，000  
体重投与群で  

能   
ラット  

（経口）  

尿浸透圧の増  

加   

注）検体は、0．4％Tween80添加0．5％MC溶液に懸濁して用いた。   
－：最小作用量は設定できなかった。   

9．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

スピロテトラマト原体のラットを用いた急性毒性試験が実施された。結   

果は表19に示されている。（参照32）  
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表19 急性毒性試験結果概要  

投与経路   動物種   
LD50（mg／kg体重）  

雄   雌   
観察された症状  

経口   
Wistarラット   

＞2，000   
症状及び死亡例なし   

雌5匹  

Wistarラット  
鼻部の赤色汚れ、生殖器付  

経皮  
雌雄各5匹   

＞2，000   ＞2，000   近の湿気及び黄色汚れ  

死亡例なし   

LC50（mg／L）  体重増加抑制（一過性）  

Wistarラット  
粗毛、立毛、緩徐呼吸、努  

吸入  
雌雄各5匹  ＞4．18   ＞4．18  

力性呼吸、鼻汁、喘鳴、運  

動性低下、反射への影響  

死亡例なし  

スピロテトラマトの代謝物M5、M6、M7及びM8のラットを用いた急  

性毒性試験が実施された。結果は表20に示されている。（参照33…36）  

表20 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

LD50（mg／kg体重）  

被験物質   投与経路   動物種  
雌   

観察された症状  
雄  

M5   経口   
Wistarラット   症状及び死亡例な  

雌3匹  
＞2，000   し   

M6   経口   
Wistarラット   症状及び死亡例な  

雌3匹  
＞2，000   し   

M7   経口   
Wistarラット   症状及び死亡例な  

雌3匹  
＞2，000   し   

M8   経口   
Wistarラット   症状及び死亡例な  

雌3匹  
＞2，000   し   

（2）急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた強制経口（原体：0、50、   

100、200、500及び2，000mg／kg体重、溶媒：0．4％Tween80添加0．5％MC   

溶液）投与による急性神経毒性試験が実施された。  

投与に関連した死亡例は認められなかった。一般状態の変化として、500   

mg／kg体重以上投与群の雄で肛門周囲の汚れが、200mg／kg体重以上投与   

群の雌雄で尿着色が認められた。  

2，000mg／kg体重投与群の雌及び500mg／kg体重以上投与群の雄で運動   

能低下が、2，000mg／kg体重投与群の雌及び200mg／kg体重以上投与群の   

雄で移動運動能低下が認められた。  

脳重量及び神経病理組織学的検査に関して、検体投与の影響は認められ   

なかった。  

本試験における無毒性量は、雌雄とも100mg／kg体重であると考えられ  
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た。神経毒性は認められなかった。（参照37）  

10．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験  

ヒマラヤンウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施さ   

れた。その結果、眼に対する刺激性が観察された。皮膚刺激性は認められ   

なかった。（参照38、39）  

DHモルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）が実施さ   

れ、結果は陽性であった。（参照40）  

11．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、150、600、   

2，500及び10，000ppm：平均検体摂取量は表21参照）投与による90日   

間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群及び10，000ppm投与群は、   

別に一群ずつを設け、90日間検体投与後、4週間の回復期間をおいた。  

表2190日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量  

投与群  150ppm   600ppm  2，500ppm   
10，000  

ppm   

平均検体摂取量  8．9   35．9   148   616  

（mg／kg体重／  11．4   46．1   188   752  

日）   

＼   
各投与群で認められた毒性所見は表22に示されている。   

本試験において、10，000ppm投与群の雌雄で肺胞マクロファージ集族  

等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも2，500ppm（雄：148mg／kg  

体重／日、雌：188mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照41）  

表22 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

10，000ppm   ・体重増加抑制  ・肺胞マクロファージ集簾   

・精巣絶対重量減少  

・精巣上体異常精子  

・精巣上体精子減少  

・精細管変性及び上皮脱落  
・肺胞マクロファージ集族  

2，500ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   
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（2）90日間亜急性毒性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各15匹）を用いた混餌（原体：0、70、350、1，700   

及び7，000ppm：平均検体摂取量は表23参照）投与による90日間亜急性   

毒性試験が実施された。  

表23 90日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量  

投与群  70ppm   350ppm   1，700ppm  7，000ppm   

平均検体摂取量  雄   12．8   59．6   300   1，300  

（mg／kg体重／日）  雌   16．0   72．4   389   1，520  

本試験において、投与に関連した毒性所見が認められなかったことから、  

無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量7，000ppm（雄：1，300mg／kg体重  

／日、雌：1，520mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照42）  

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、150、300、1，200   

及び4，000／2，500ppm：平均検体摂取量は表24参照）投与による90日間   

亜急性毒性試験が実施された。  

表24 90日間亜急性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量  

投与群  150ppm   300ppm   1，200ppm   
4，000／  

2，500ppm☆   

平均検体摂取量  雄   5   9   33   81  

（mg／kg体重／日）  雌   6   10   32   72   

☆：最高用量群は、4，000ppmで開始したが、重度の体重減少が認められたため、投与開始   
2週間後から2，500ppmとした。  

4，000ppmで投与を開始した群の雌雄で、体重減少及び摂餌量減少が認  

められたため、投与量を2，500ppmに変更したところ、雄では体重増加   

及び摂餌量が回復したが、雌では回復が認められず、2，500ppm投与群で  

体重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。  

2，500ppm投与群の雌雄でT3減少、1，200ppm以上投与群の雌雄でT4  

の減少が認められたが、甲状腺重量増加及び甲状腺の病理組織学的変化は  

認められなかったことから、T3及びT4の変化は毒性影響ではないと考え  

られた。  

本試験において、雄で投与に関連した毒性所見が認められず、2，500   

ppm以上投与群の雌で体重増加抑制及び摂餌量減少ならびにRBC、Hb  

及びHt減少が認められたことから、無毒性量は雄で本試験の最高用量   

2，500ppm（81mg／kg体重／目）、雌で1，200ppm（32mg／kg体重／日）で  

あると考えられた。（参照43）  
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（4）21日間亜急性経皮毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた経皮（原体：0、100、300   

及び1，000mg／kg体重／日、6時間／日、5日／週）投与による21日間亜急性   

経皮毒性試験が実施された。  

本試験において、投与に関連した毒性所見が認められなかったことから、   

無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量1，000mg／kg体重／日であると考え   

られた。（参照44）  

12．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、250、3，500、   

7，500及び12，000ppm：平均検体摂取量は表25参照）投与による1年間   

慢性毒性試験が実施された。  

表251年間慢性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量  

投与群  250ppm  3，500ppm   
7，500／12，000   

ppm★   

平均検体摂取量  雄   13．2   189   414  

（mg／kg体重／日）  雌   18．0   255   890   

☆：最高用量群は、雄に7，500ppm、雌に12，000ppmを投与した。  

各投与群で認められた毒性所見は表26に示されている。   

本試験において、3，500ppm以上投与群の雄及び12，000ppm投与群の  

雌で肺胞マクロファージ集簾等が認められたことから、無毒性量は雄で  

250ppm（13・2mg／kg体重／日）、雌で3，500ppm（255mg／kg体重／日）  

であると考えられた。（参照45）  

表261年間慢性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

7，500／12，000  ・肝絶対及び比重量3増加   ・体重増加抑制   

ppm  ・肝絶対及び比重量増加  
・生殖器周辺及び尾の汚れ  
・肺に退色域  

・肺胞マクロファージ集貨   

3，500ppm以上  ・肺胞マクロファージ集族  3，500ppm以下毒性所見なし   
250ppm   毒性所見なし   

（2）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、200、600、1，800  

3体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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ppm：平均検体摂取量は表27参照）投与による1年間慢性毒性試験が実  

施された。  

表2了1年間慢性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量  

投与群  200ppm   600ppm   1，800ppm   

平均検体摂取量  雄   6   20   55  

（mg／kg体重／日）  雌   5   19   48  

甲状腺への影響として、600ppm以上投与群の雌雄でT4が減少し、  

1，800ppm投与群の雄でT3が減少したが、いずれもTSHに変動が無く、  

甲状腺重量ならびに病理組織学的変化等への影響が認められなかったこ  

とから、毒性所見とは判断されなかった。   

本試験において、1，800ppm投与群の雄で甲状腺ろ胞径の縮小が認めら  

れ、同群の雌では投与に関連した毒性所見が認められなかったことから、  

無毒性量は雄で600ppm（20mg／kg体重／日）、雌で本試験の最高用量  

1，800ppm（48mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照46）  

（3）2年間発がん性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各55匹）を用いた混餌（原体：0、250、3，500、   

7，500及び12，000ppm：平均検体摂取量は表28参照）投与による2年間   

発がん性試験が実施された。  

表28 2年間発がん性試験（ラット）の平均検体摂取量  

投与群  250ppm  3，500ppm   
7，500／12，000   

ppm☆   

平均検体摂取量  雄   12．5   169   373  

（mg／kg体重／日）  雌   16．8   229   823  

★：最高用量群は、雄に7，500ppm、雌に12，000ppmを投与した。  

各投与群で認められた毒性所見は表29に示されている。   

本試験において、3，500ppm以上投与群の雌雄で腎絶対及び比重量減少  

等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも250ppm（雄：12．5mg／kg  

体重／日、雌：16．8mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認め  

られなかった。（参照47）  
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親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は表32に示  

されている。   

Fl世代親動物で、6，000ppm投与群の雄に異常精子の増加が認められた。  

これは、異常精子が著しく増加した雄1例によるものと考えられた。この  

雄と交配した雌は妊娠しなかった。この1例を除くと、この群における異  

常精子の発生頻度は対照群とほぼ同等であり、また、繁殖能に対する影響  

も認められなかった。したがって、Fl世代親動物の6，000ppm投与群で  

認められた異常精子数の増加は、検体投与との関連性は否定できないもの  

の、軽微な影響であると考えられた。   

本試験において、親動物及び児動物で、6，000ppm投与群の雌雄で体重  

増加抑制等が認められたことから、無毒性量は親動物及び児動物の雌雄と  

も1，000ppm（P雄：70．7mg／kg体重／日、P雌：82．5mg／kg体重／日、Fl  

雄：79．5mg／kg体重／日、Fl雌：90．3mg／kg体重／日）であると考えられ  

た。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照49）  

表32 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   
親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   

6，000ppm   ・体重増加抑制、  ・摂餌量減少   ・体重増加抑制、  ・体重増加抑制、  
摂餌量減少  摂餌量減少  摂餌量減少  

親  ・腎髄質多中心性  

動  尿細管拡張  尿細管拡張  

物  ・異常精子増加  

1，000ppm  毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

以下   

児  

動  ・毒性所見なし  毒性所見なし   毒性所見なし   

物   

（2）発生毒性試験（ラット）①  

Wistarラット（一群雌25匹）の妊娠6～19 日に強制経口（原体：0、   

20、140及び1，000mg／kg体重／日、溶媒：0．5％CMC水溶液）投与して、   

発生毒性試験が実施された。  

母動物では、1，000mg／kg体重／日投与群において体重増加抑制及び摂餌   

量減少が認められた。  

胎児では、胎盤重量の減少、低体重、骨化遅延（指節骨、胸骨分節、椎   

骨及び頭蓋骨）及び骨格変異（波状肋骨、第14肋骨の増加等）が認めら   

れた。また、1，000mg／kg体重／日投与群で奇形（口蓋裂1例、小眼球1   

例、心房中隔欠損1例、前肢骨の形成不全4例、第一仙椎骨の腰椎化3例  
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等）の総発生数（合計12例）が対照群（小眼球1例、心房中隔欠損1例、  

前肢骨の形成不全1例等、合計7例）に比べて増加したが、統計学的な有  

意差はなく、群単位の発生率（対照群2．83％、1，000mg／kg体重／日投与群  

4・44％）及び母体単位の発生率（対照群20．0％、1，000mg／kg体重／日投与  

群40．9％）は背景データの範囲内（群単位の発生率6．9％、母体単位の発  

生率40．0％）であった。また、認められた所見は自然発生的に見られる非  

特異的なものであったことから、検体が特異的な奇形を誘発することを示  

すものではないと考えられた。   

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児で140mg／kg体重／日であ  

ると考えられた。（参照50）  

（3）発生毒性試験（ラット）②  

Wistarラット（一群雌25匹）の妊娠6～19日に強制経口（原体：0、   

10、35及び140mg／kg体重／日、溶媒：0．5％CMC水溶液）投与して、発   

生毒性試験が実施された。  

母動物では、検体投与の影響は認められなかった。  

胎児では、35mg／kg体重／日投与群で小眼球症の発生増加、35mg／kg   

体重／日以上投与群で甲状腺の一葉の欠損等、奇形の増加が認められたが、   

ラットを用いた前述の試験【13．（2）］も併せて考えると用量相関性が認め   

られず、また、′J、眼球症については背景データの範囲内［小眼球症の発生   

増加：胎児単位（35mg／kg体重投与群：1．8％、背景データ：～1．8％）、母   

動物単位（35mg／kg体重投与群：22％、背景データ：～20％）］にあるこ   

とから、検体投与の影響とは考えられなかった。  

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児で本試験の最高用量140   

mg／kg体重／日であると考えられた。（参照51）  

（4）発生毒性害式験（ウサギ）  

ヒマラヤンウサギ（一群雌22匹）の妊娠6～28日に強制経口（原体：0、   

10、40及び160mg／kg体重／日、溶媒：0．5％CMC水溶液）投与して、発   

生毒性試験が実施された。  

母動物では、160mg／kg体重／日投与群の1例が死亡、5例が瀕死状態   

のため切迫と殺され、2例が流産した。死亡、切迫と殺あるいは流産した   

個体では、糞量の減少、下痢または軟便、飲水量の減少、尿量の変化、赤   
色排泄物、耳介の冷感及び脱毛、体重及び摂餌量の減少が認められた。160   

mg／kg体重／日投与群の死亡動物では、盲腸内のガス状または液体状の貯   

留物、胆嚢の斑点、肝臓の淡明化が認められた。  

胎児では、160mg／kg体重／日投与群で肝小葉の明瞭化が認められた。  

本試験において、母動物では160mg／kg体重／日投与群で流産等、胎児  
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では160mg／kg体重／日投与群で肝小葉の明瞭化が認められたことから、  

無毒性量は母動物及び胎児とも40mg／kg体重／日であると考えられた。催  

奇形性は認められなかった。（参照52）  

14．遺伝毒性試験  

スピロテトラマト原体の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズ   

ハムスターV79細胞を用いたiiH4tro染色体異常試験及びHGPRT遺伝子   

突然変異試験、ラットを用いた元＝正和不定期DNA合成（UDS）試験、   

マウスを用いた小核試験及びムヮ1〃■γ0染色体異常試験が実施された。結果   

は表33に示されている。元 正行0染色体異常試験の弱陽性の結果には再   

現性が認められず、スピロテトラマトに遺伝毒性はないものと考えられた。  

（参照53～60）  

表33 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

ノ刀 m－ゎ・0  復帰突然   八～／Ⅲ〃〃〃〟〟／．リー力〃〃〃＝〃川  16～5，000トIg／プレート   

変異試験（∋   （TA98、TAlOO、TAlO2、  （＋／－S9）  陰性  
TA1535、TA1537株）  

復帰突然   且如ム血びカリ皿   16…5，000トLg／プレート   

変異試験②   （TA98、TAlOO、TAlO2、  （＋トS9）  陰性  
TA1535、TA1537株）  

染色体異常  チャイニーズハムスター  ①10…50ドg／mL（－S9）   

試験①   V79細胞   20～80pg／mL（＋S9）  弱陽性  

②12～48ドg／mL卜S9）  

染色体異常  チャイニーズハムスター  70巨g／mL（－S9）   

試験②  V79細胞   120トIg／mL（＋S9）  陰性  

（再試験）  

HGPRT   チャイニーズハムスター  ①2．5～80pg／mL仁S9）   

遺伝子突然  ②20～70巨g／mL（－S9）  

変異試験   ③20～140ドg／mL（＋S9）  
陰性  

③92～140トIg／mL（＋S9）   

J．汀lノワy（）  UDS試験   Wistarラット（肝細胞）   1，000、2，000mg／kg体重   

（一群雄4匹）   （単回強制経口投与）  
陰性  

′J、核試験   NMRIマウス（骨髄細胞）  125、250、500mg／kg体重   

（一群雄5匹）   （2回腹腔内投与）  
陰性  

染色体異常  NMRIマウス（骨髄細胞）  125、250、500mg／kg体重   

帯験   （一群雄5匹）   （2回腹腔内投与）   
陰性  

注）＋／一S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

スピロテトラマトの代謝物M5、M6、M7及びM8の細菌を用いた復帰  

突然変異試験が実施された。結果は表34に示されており、いずれも陰性  

であったので、これらに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照61～64）  
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表34 遺伝毒性試験結果概要（代謝物）  

被験物質   試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

代謝物M5  復帰突然  16～5，000トIgげレート  
変異試験  且むp点上ⅢU〟〃皿  

陰性   

（＋／－S9）  陰性   

代謝物M7  
（TA98、TAlOO、TAlO2  

TA1535、TA1537株）  陰性   

代謝物M8  陰性   

注）＋トS9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

15．その他の試験  

（1）雄ラットを用いた連続経口投与による繁殖毒性の評価  

Wistarラット（一群雄8匹）にスピロテトラマトを、3、10、21及び   

41日間強制経口（原体：0及び1，000mg／kg体重／日、溶媒：0．5％MC水   

溶液）投与して、繁殖毒性の評価が実施された。各投与期間終了後、順次   

全動物をと殺し、前立腺、精巣及び精巣上体の重量を測定し、病理組織学   

的検査を実施した。また、精巣上体から精子を採取し、精子数の計測及び   

形態観察を実施した。  

本試験において、一般状態の変化として体重増加抑制が認められた。精   

子検査では、21及び最終日に異常精子の増加が認められ、最終日には精   

子数の減少も認められた。また、最終日には精巣及び精巣上体の絶対及び   

比重量減少が認められた。病理組織学的検査では、21及び最終日に精巣   

に円形精子細胞変性、伸長精子細胞変性／消失、精巣上体に内腔異常細胞   

の増加が認められた。最終日にはさらに精巣にセルトリ細胞の空胞化、精   

巣上体に精子数減少が認められた。（参照65）  

（2）雄ラットを用いた代謝物Mlの連続線口投与による繁殖毒性の評価  

Wistarラット（一群雄5匹）に代謝物Mlを21日間強制経口（原体：   

0及び800mg／kg体重／日、溶媒：0．5％MC水溶液）投与して、繁殖毒性   

の評価が実施された。  

試料として、投与期間終了後、肝臓、精巣及び精巣上体の重量を測定し、   

病理組織学的検査を実施した。また、精巣上体から精子を採取し、精子数   

の計測及び形態観察を実施した。  

本試験において、一般状態の変化として体重増加抑制が認められた。病   

理組織学的検査では、精巣に伸張精子細胞変性とともに脱落した精細胞、   

精巣上体では、精巣での変化と関連して脱落した精細胞が認められた。ま   

た、精子検査では、形態的に異常な精子の発生率が増加した。（参照66）  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「スピロテトラマト」の食品健康影響評   

価を実施した。  

ラットにおける動物体内運命試験の結果、スピロテトラマトは約90％TAR   

が尿中から排泄された。体内では腎臓、肝臓等で比較的高い分布が認められ   

た。畜産動物（ヤギ及びニワトリ）を用いた動物体内運命試験の結果、ラッ   

トに類似した傾向が認められた。  

りんご、レタス、ばれいしょ及びわたにおける植物体内運命試験の結果、   

スピロテトラマトの残留性は低く、可食部への移行性は低いと考えられた。   

植物体内でスピロテトラマトは広範に代謝され、りんごではM7、レタスで   

はMl及びMlグルコシド、ばれいしょではMl、わたではMl及びM5が  

10％TRR以上認められた。また、スピロテトラマトを分析対象化合物とし   

たブロッコリー、カリフラワー、キャベツ、からしな等における作物残留試   

験が実施されており、スピロテトラマト及び代謝物の合計の最高値は、処理   

8日後に収穫したホップの5．49mg／kgであった。  

各種毒性試験結果から、スピロテトラマト投与による影響は主に肝臓、腎   

臓、肺及び精巣に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響及   

び遺伝毒性は認められなかった。発生毒性試験において、ラットでは骨格変   

異が認められたが、奇形の増加は認められなかった。ウサギでは、奇形また   

は変異の発生は認められなかった。これらのことから、スピロテトラマトに   

催奇形性はないと考えられた。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をスピロテトラマト（親   

化合物）、代謝物Ml、M5、M7及びMlグルコシドと設定した。  

各試験における無毒性量等は表35に示されている。  
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表35 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

（mg／kg体重／日）   （mg／kg体重／日）   
備考1）   

ラット  90日間   雄：148   雄：616   雌雄：肺胞マクロファージ集族等  
亜急性毒性試験  雌：188   雌：752  

1年間   雄：13．2   雄：189   雌雄：肺胞マクロノファージ集族等  

慢性毒性試験  雌：255   雌：890  

2年間   雄：12．5   雄：169   雌雄：腎絶対及び比重量減少等  
発がん性試験■  雌：16．8   雌：229  

（発がん性は認められない）  

2世代繁殖試験  親動物及び児動物  親動物及び児一動物  親動物  
P雄：70．7  P雄：419  雌雄：体重増加抑制等  
P雌：82．5  P雌：485  

Fl雄：79．5  Fl雄：487  児動物  

Fl雌：90．3   Fl雌：540   雌雄：体重増加抑制等  

（繁殖能に対する影響は認められ  
ない）  

発生毒性試験①  母動物：140   母動物：1，000  母動物：体重増加抑制及び摂餌量減  
胎 児：140   胎 児：1，000  少  

胎児：胎盤重量の減少等  

発生毒性試験②  母動物：140  母動物：－  母動物及び胎児：毒性所見なし   
胎児：140  胎児：－  

マウス  90日間   雄：1，300   雄：一   雌雄：毒性所見なし  
亜急性毒性試験  雌：1，520   雌：一  

18カ月間   雄：1，020   雄：－   雌一雄：毒性所見なし  
発がん性試験  雌：1，320   雌：－   （発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試験  母動物：40   母動物：160   母動物：流産等  
胎 児：40   胎 児：160   胎児：肝小葉の明瞭化  

（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間   雄：81   雄：－   雄：毒性所見なし  
亜急性毒性試験  雌：32   雌：72   雌：体重増加抑制及び摂餌量減少  

1年間   雄：20   雄：55   雄：甲状腺ろ胞径の縮小  
慢性毒性試験  雌：48   雌：∵   雌：毒性所見なし   

1）：備考に最／J、毒性量で認められた所見の概要を示した。  
－：最小毒性量は設定できなかった。  

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値が、ラットを用い   

た2年間発がん性試験の12．5mg／kg体重／日であったことから、これを根拠   

として安全係数100で除した0．12mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）   

と設定した。  
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0．12mg／kg体重／日  

発がん性試験  

ラット  

2年間  

混餌  

12．5mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  
記号   略称   化学名   

Ml  エノール体   
シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  

ロ【4，5】デカ・3－エンー2－オン   

脱メチルエノール  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4，8一ジヒドロキシ十アザスピロ［4，5】  
M2       体   デカー3－エンー2－オン   

エノールグルクロ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4，8－ジヒドロキシ十アザスピロ【4，5］  
M3       ン酸抱合体   デカー3－エンー2－オン グルクロン酸抱合体   

エノールアルコー  シスー4－ヒドロキシー3－【5－（ヒドロキシメチル）－2一メチルフェニル】廿メ  
M4       ル体   トキシー1－アザスピロ【4，5】デカー3－エンー2－オン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3一ヒドロキシー8一メトキシ・1－アザスピ  
M5  ケトヒドロキシ体      ロ【4，8】デカンー2，4－ジオン   

脱メチルケトヒド  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3β－ジヒドロキシ十アザスピロ【4，5】  
M6       ロキシ体   デカンー2，4一ジオン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）寸ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  
M7  モノヒドロキシ体      ロ【4，5】デカンー2・オン   

M8  ジヒドロキシ体   
シスー3一（2，5－ジメチルフェニル）－3，4－ジヒドロキシー8－メトキシー1－アザ  

スピロ【4，5】デカンー針オン   

ケトヒドロキシギ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）骨（へキソピラノシルオキシ）－2，4－ジオ  

M9       酸体   キソー1－アザスピロ【4，5】デカせイル＝ホル⇒－ト   

ケトヒドロキシア  シスー3－ヒドロキシー3－［5－（ヒドロキシメチル）－2－メチルフェニル］サメ  
MlO       ルコール体   トキシー1－アザスピロ［4，5】デカンー2，4－ジオン   

シスー1－【【2，5－ジメチルフェニル】（ヒドロキシル）アセチル】アミノ］－4－メ  
Mll  MAアミド体  

トキシシグロヘキサンーカルポン酸   

M12  マンデル酸アミド  2－（2．5－ジメチルフェニル）一2－ヒドロキシアセトアミド   

M13  マンデル酸   （2，5－ジメチルフェニル）（ヒドロキシ）酢酸   

ヒドロキシモルホ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3－ヒドロキシー9－メトキシー4－オキサート  

M14       リンジオン体   アザスピロ【5．5】ウンデカンー2，5－ジオン   

2－（2，5－ジメチルフェニル）－2－ヒドロキシー∧声4－メトキシシクロヘキサ  

－1－エンー1－イル）アセトアミド  

M15  オレフィン体  または  
2－（2，5－ジメチルフ土ニル）－2－ヒドロキシー〃（4－メトキシシクロへキシ  

リデン）アセトアミド   

M16  ヒドロキシーケト ヒドロキシ体  同定できず   

M17  オクソエノール体   
シスー3－（2，5一ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシ十アザスピロ【4，5】デカ  
－3－エンー2，8－ジオン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  
M18  エノールニ量体1      ロ【4，5】デクー3－em－2－オンの二量体   

M19  エノールニ量体2  同定できず   

グリオキシル酸ア  1s，4s）－1－〈【（2，5－ジメチルフェニル）オキソアクエチル】アミノ）－4－メト  
M20       ミド   

キシシクロヘキサンカルポン酸   

2，5－ジメチル安息  

M21   香酸   
2，5－ジメチル安息香酸   
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オクソケトヒドロ  3－（2舟ジメチルフェニル）－3－ヒドロキシー1－アザスピロ【4，5］デカン  
M23       キシ体   －2，4，8－トリオン   

M24  シクロペンチル体  （1s，4s）一8’－ヒドロキシー4－メトキシー5’－メチルー2，H－スピロ［シクロヘキサ    ン 
ー1，1’－インデノ【1，2－C】ピロー′レト3’（8’H）－オン   

2－ヒドロキシメチル  （5s，8s）－3－【2－（ヒドロキシメチル）－5－メチルフェニル】－8－メトキシ十ア  
M25       体   

ザスピロ【4．5】デカー3一エンー2－オン   

M26  2－ホルミル体   2－［（5s，8s）・8－メトキシー2－オキソー1－アザスピロ【4．5】デカ・3－イル】・4・メ  
チルベンズアルデヒド   

M27  2一炭酸メチル体  炭酸 2－【（5s，8s）－8－メトキシー2－オキソー1－アザスピロ［4．5】デカー3－エン  
－3イルト4－メチルベンジルエチル   

4－メトキシシクロ  

M28   ヘキサノン   
4一メトキシシクロヘキサノン   

メトキシシクロヘ  

ルポン酸   M29   キシニルアミノカ   1－アミノー4－メトキシーシクロヘキサンカルポン酸   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

AUC   薬物濃度曲線下面積   

Cmax   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数敦死濃度   

LD50   半数致死量   

MC   メチルセルロース   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

TAR   総投与（処理）放射能   

Tmax   最高濃度到達時間   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験＞  

合計処理量：0，177kga地a   

散布水量：140～184肌a   

散布水量：140～183Ⅰノha   

第2回処理量：0．088kgaiJha  

合計処理量：0．176kga地a   

散布水量：140～183Uha   

合計処理量：0．173kga地a  

散布水量：1＝‡6～140Uha   
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残留量（m摘  

国名  作物名  
試料調麒方法   

実施年  分析部位  P   Ml  M5  M7  羞／。鮒   

米国Uvdde  ブロツコリ  240SC（24鴨扇心製剤   1  0．034  0．121  0．150  ＜0．010  ＜0．010  0．325   

（テキサス）   
2回茎葉散布   1  0．023  0．118  0．127  ＜0．010  ＜0．010  0．288   

2004年  花膏  第1回処理量：0．088kgai瓜a  

散布水量：140～183Ⅰ』1a   

散布水量：160～172Ub   

第1回処理量：0．088kgai瓜a   

散布水量：118Uha   

2（氾4年   花替  第1回処理量：0，088kgai仇a  【平嘲  ＜0．010  0．066  0．165  ＜0．010  ＜0．010  0．251  

醐   第2回処理量：0．088kg扇丑Ia  3  ＜0．010  0．055  0．140  ＜0．010  ＜0．010  0．225  
合計処理量：0．176kg由血a  

3  ＜0．010  0．（：略6  0．130  ＜0．010  ＜0．010  0．226  
散布水量：159～170Uha   

＜0．010  0．（裕1  0．185  ＜0．010  嘲．010  0．王妃6  

7                  ＜0．010  0．028  0．098  く0．010  ＜0．010  0．156  

7  ＜0．010  0．027  0．087  ＜0．010  ＜0．010  0．144  

【平嘲  ＜0．010  0．028  0．093  ＜0．010  ＜0．010  0．150   
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第2回処理量：0．086kga〟ha  

合計処理量：0．171kgai血a   

散布水量：103～134Ⅰ皿a   
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合計処理量：0．178kga班1a   

散布水量：139～141肌a   
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第1回処理量：0．087kgai爪a  

第2回処理量：0．085kg飢丑1a  

合計処理量：0．172kgal血a   

散布水量：166～171L仇a   

合計処理量：0．176kgai爪a   

散布水量：120～122Ⅰノha   
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国名  作物名  経過  
残留量hlg噛  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  
P  Ml  M5  M7  Ml クレコシド  合計   

米国他n   キャベツ  240SC（240gai山梨剤   1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

（ジョージア）   （露地）  2回茎葉散布   1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．0獣） 

2004年  葉球  第1回処理量：0．088kg血瓜a  
第2回処理量：0．088kgai爪a  【平嘲  ＜0．010  

合計処理量：0．176kg由血a  ＜0．010   

散布水量：171～173Uha   3  ＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0．010  ＜0，010  0．051  

【平均l  く0．010  ＜0．010  0．014  ＜0．010  くの．010  

＜0．010   

7  ＜0．010  ＜0．010  0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050  

【平均】  ＜0．010  ＜0．010  0．dlO  ＜0．010  く0．010  0．0試）  

薬味  く0．010  ＜0．010  0．016  ＜0．010  ＜0．010  0．0駆  

（外側葉  1  ＜0．010  ＜0．010  0．015  ＜0．010  ＜0．010  0．055  
を除去）  

【瑚  く乱010  

＜0．010   

3  ＜0．010  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0，010  0．057  

【平嘲  ＜0．010  ＜0．010  0．015  く0．010  くの．010  0．055  

7  ＜0．010  ＜0．010  0．020  ＜0．010  ＜0．010  0．060  

7  ＜0．010  くの．010  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．054  

【平嘲  ＜0．010  く札010  0．019  旬，010  く0．010  0．057   

GI．P  

2004年  
第2回処理量・0088ai瓜   
合計処理量：0．176kg由几1a   

散布水量：1朗・～173Ⅰ』1a   

第1回処理量：0．094kgai瓜a  

第2回処理量：0．0測kg由瓜a  

合計処理量：0．1独gai瓜a   

散布水量：179～188Ub   

涌
 
 
 



第1回処理量：0．087kg剋丑1a  

第2回処理量：0．0梼kgal瓜a  

合計処理量：0．175kga∽1a   

散布水量：140～152L瓜a   

第1回処理量：0．086kga∽1a  

第2回処理量：0．088kga地a  

合計処理量：0．174kg誠ha   

散布水量：126～130Ⅰ詔Ia   

合計処理量：0．174kga血a   

散布水量：126～130L仇a   

散布水量：126～130L瓜a   
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国名  作物名  残留量（血離感  

実施牢   分析部位   
試料調製方法   

米国   からしな  100OD（100ga山製剤   1  0．369  0．334  0．493  ＜0．010  0．039  1．245   

EastB汀m汀d  茎葉  2回茎葉散布   1  0．428  0．210  0．534  ＜0．010  0．鋸1  1．223   

（テキサス）  第1回処理量：0．088kgai瓜a  【平嘲  0399  0．272  0．514  ＜0．010  0棚  1飢   
GI．P  第2回処理量：0．089kga∽1a   3  0．148  1．405  0．403  ＜0．010  0．039  2．005  

合計処理量：0．177kg由瓜a   

散布水量：137～140Ub   

合計処理量：0．175kg由此1a   

散布水量：168～169Ub   
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国名  作物名  経過  残留量（m釘k∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  P MlM5 M7  

＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．050   

＜0．010   ＜0．010   く0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．050   

第2回処理量：0．088kga∽1a  

合計処理量：0．176kga∽1a  

＜0．010   ＜0．010   0．033   ＜0．010   ＜0．010   0．073   

＜0．010   ＜0．010   0．022   ＜0．010   ＜0．010   0．（：略2   

第2回処理量：0．089kg誠ha  

合計処理量：0．176kg由血a  

散布水量：122～127Uha   

散布水量：122～127Ⅰノha  

合計処理量：0．172kg三山11a  

散布水量：118～125Uha  
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残留量hlが感  

国名  作物名  試料調製方法   
実施年  分析部位  

Ml  
Ml  M5  M7   カレロンド  合計   

米国   きゆうり  100OD（100gai心製剤  
EagkI瓜ke，   、 果実  2回茎葉散布  0．029  0．010  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．073   

（テキサス）  第1回処理量：0，087kgdlla  【平瑚   
0．032  0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．075   

2（氾4年  第2回処理量：0．089kg誠心a  

合計処理量：0．176kga班1a  

散布水量：141～148Ⅰ』1a  

米国nfbn，   きゆうり  240SC（240ga丑）製剤  1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010   
（ジョ「ジア）   

果実  2回茎葉散布  
1  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010   

2004年  第1回処理量：0．088kg扇血a  

第2回処理量：0．088kga∽1a  

合計処理量：0．176kgai仇a  

散布水量：172～173Ⅰ』1a  

米国 鮎y皿Ouち  きゆうり  240SC（240gai／U製剤  ＜0．010  ＜0．010  0．017  く0．010  ＜0．010  0．057   

（イリノイ）   果実  2回茎葉散布  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2004年  第1回処理量：0．085kg鉱山a  

第2回処理量：0，087kgai瓜a  

合計処理量：0．173kga班1a  

散布水量：121～124L丑血  

米国Moh10，   メロン，  1000D（100gai／U製剤  ＜0．010  0．013  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．050   

散布水量：133～135Ⅰノha  

散布水量：133～135Uha   
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国名  作物名  経過  
残留量（mが【∂  

実施年  分析部位   
御製方法  

目数  P   Ml  M5  M7  Ml グレロシ／ド  合計   

米国Uvdde，   メロン，  1000D（100ga〟0製剤   0．069  0．035  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．134   

（テキサス）   （マスクメロ   2回茎葉散布   1   0．020  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．062   

2004年   ン）  第1回処理量：0．088kg扇／11a  【平嘲  0．仙  0．024  ＜0．010  ＜0．010  ＜礼010  0．㈱   
第2回処理量：0．0洲kg由血a  

果実    合計処理量：0．178kg餌爪a  
散布水量：142～163L丑旧  

米国Fresno，   メロン，  10（氾D（100gai／U製剤   0．028  0．025  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．083   

（カリフォルニア）  （ 0．016  0．018  ＜0．010  ＜0．010  ＜0，010  0．064   

2004年   マスクメロ  2回茎葉散布   0．022  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．074   

第2回処理量：0．086kg由仇a  

果実   
散布水量：142～163L丑血   

米国   メロン，  1000D（100ga〟0製剤   く0．010  0．016  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  0．056   

EICenは0，   （マスクメロ   2回茎葉散布   
1   

0．011  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．051   

（カリフォルニア）  ン）  
0．011  0．013  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．054   

第2回処理量：0．090kgai血a  
【平瑚  

2004年  
果実   

散布水量：135～136Ⅰ』la  

米国Orland，（カ  メロン，  1000D（100gai瓜）製剤   1   ＜0．010  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

リフォルニア）   （マスクメロ   2回茎葉散布   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．050   

2004年   こぅ  
1  

＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．0馳   

第2回処理量：0．089kgaJha  【平嘲  

果実   
散布水量：169Ⅰ皿a  

米国F陀SnO，   メロン，  240SC（240gai／U製剤   1   0．015  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

（カリフォルニア）  （ く0．010  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050   

2004年   マスクメロ  2回茎葉散布   【平嘲  0．013  0．011  ＜0．010  ＜0．010  くの．010  0．054   
第2回処理量：0．088kga∽ュa  

果実   

第2回処理量：0．088kg血／ha  

散布水量：178～185Ub   
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国名  作物名  経過  
残留量血g粒∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  P   Ml  M5  M7   

米国¶丑on，  スかカ／ち  100OD（100gai山梨剤   
（ジョージア）  2回茎葉散布   

2004   第1回処理量：0．088kgai瓜a  
果実   第2回処理量：0．0郎kgai瓜a  

合計処理量：0．176g誠11a   

散布水量：167～173Uba   

米国Ti氏on，  残留減少試験  
（ジョージア）  

スカッk  100OD（100g由／山梨剤   1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2004 果実  2回茎葉散布   
1   ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0，050  

第1回処理量：  
1   ＜0．010  ＜0．010  0．018  ＜0．010  ＜0．010  0．058  

0．0781b…山AO．088kg誠心a  
第2回処理量：  【平均I  ＜0．010  ＜0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．053  

0．0781bai／AO，088kgai瓜a                                  果実  ＜0．010  0，017  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  0．057  
（調理後）  合計処理量：   

1   く0．010  0．023  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．063  
0．1571ba〟AO．176gaiha  
散布水量：167～173Ⅰ丑1a   

＜0．010  0．b22  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．062  

【平均】  ＜0．010  0．021  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  0．鵬1  

果実  1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

（皮を  ＜0．010  ＜0．010  0．007  ＜0．010  ＜0．010  0．047  

除去後）  ＜0，010  ＜0．010  0．018  く0．010  ＜0．010  0．058  

t平嘲  ＜0．010  ＜0．010  0．012  ＜0．010  くの．010  0．052  

果実全体  1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  
（洗浄後）  

1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0－010  ＜0．010  0．051  

【平均l  ＜0．010  ＜0．010  0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050   

米国Molho，   スカッシち  100OD（100gai心製剤   1   ＜0．010  0．014  0．033  ＜0．010  ＜0，010  0．077   

（フロリダ）  2回茎葉散布   1   ＜0．010  0．010  0．019  ＜0．010  ＜0．010  0．059   

・2（氾4年   果実  第1回処理量：0．0き娼kg由瓜a 第2回処理量：0．0帥kga班1a  
合計処理量：0．178ga班m   3   ＜0．010  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0．010  0．057  

散布水量：146～150Ub   3   ＜0．010  0．011  0．033  ＜0．010  ＜0．010  0．074  
【平嘲  ＜0．010  0．011  

＜0．010   

7  ＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0．010  ＜0．010  0．051  
【平均】  ＜0．010  ＜0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．053   
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合計処理量：0．177ga血a   

散布水量：168～171Uha   

合計処理量：0．176ga〟ha   

散布水量：133Uha   

合計処理量：0．179kg由几1a   

散布水量：179Ⅰ』1a   

散布水量：172～173Ⅰ几a   
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第2回処理量：0．085kgai瓜a   

合計処理量：0．168kg由瓜a   

散布水量：101～124Ub   【平均】  ＜0．010  0．163  0．012  

＜0．010   

7  ＜0．010  0．215  0．011  ＜0．010  0．013  0．259  

【平均】  ＜0．010  0．221  0．011  ＜0．010  0．012  0．264   

米国あm止ngs，   トマト  100OD（100gai心製剤   1  ＜0．010  0．037  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．077   

（フロリダ）   果実  2回茎葉散布   
1  ＜0．010  0．032  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  0．072   

第2回処理量：0．帖7kg由血a   

合計処理量：0．175kg由〟1a   

散布水量：145～162Ub   

（カンザス）   果実  2回茎葉散布   0   0．039  0．031  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．100   

2004年  第1回処理量：0．105kg由丑1a  

第2回処理量：0．095kga∽1a   ＜0．010  0．030  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．070  

合計処理量：0．199kg誠11a   ＜0．010  0，020  ＜0．010  ＜0，010  く0．010  0．060  

散布水量：144～148Uh   【平嘲  ＜0．010  0．025  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．α；5  

4  ＜0．010  0，025  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．065  

4  ＜0．010  0．019  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．059  

【平嘲  ＜0．010  0．021  ＜0．010  くの．010  ＜0．010  

0．013   
7  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．057  

【平嘲  ＜0．010  0．021  ＜0．010  く0．010   0．012  0．脱  

10  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  0．057  

10  ＜0．010  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．052  

【平均】  ＜0．010  0．015  く0．010  く0．010  ＜0．010  0．055   

米国Fresno，  トマト  100OD（10鴨ai心製剤   1   0．045  0，086  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  01610   

（カリフォルニア）  果実  2回茎葉散布   3   0．034  0．163  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．227   

2（氾4年  
第1回処理量：0．08花g由瓜a   3   0．048  0．104  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．182  

第2回処理量：0．08稚g■ai瓜a   3   0．043  0．129  ＜0．010  ＜0．010  0．011  0．203  

合計処理量：0．174kg由瓜a  【平嘲  0．鵬2  0．132  く0．010  ＜0．010  0．010  0．2伽l  
散布水量：169～172Uba  

7   0．043  0．153  ＜0．010  ＜0．010  0．017  0．233  

7   0．035  0．153  ＜0．010  ＜0．010  0．018  0．226  

【平嘲  0．039  0．153  ＜0．010  ＜0．010  0．018  0．230   
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合計処理量：0．177kg出血a   

散布水量：140～141Ⅰ皿1a   

合計処理量：0．175kgai瓜a   

散布水量：138～140Ⅰ几a   

第1回処理量：0．088kgai瓜a  

第2回処理量：0．088kgai仇a   

合計処理量：0．175kgai瓜a   

散布水量：130へ′135Ⅰ詔1a   

第1回処理量：0．087kgai瓜a   

第2回処理量：0．090kga此a   

合計処理量：0．175kgむル1a   

散布水量：176～182Ⅰノha   

合計処理量：0．174kga此a   

散布水量：1171．瓜a   
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第2回処理量：0．088kg由瓜a  

合計処理量：0．176kga地a  

散布水量：166～172Uha  

散布水量：172～176Ub  

第2回処理量：0．089kg由ル1a  

合計処理量：0．177kg血ha  

散布水量：140～141Ub  
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散布水量：172～173Uha   

第2回処理量：0．087kgal瓜a   

合計処理量：0．172kga地a   

散布水量：134～136Uha   

散布水量：132～135Ⅰノha   

合計処理量：0．177kg誠Ila   

散布水量：140～141Ⅰノha   

0．298     7  ＜0．010  0．203  0．065  ＜0．010  ＜0．010  

7  ＜0．010  0．247  0．036  ＜0．010  ＜0．010  0．313  

【平嘲  ＜0．010  0．225  0．051  ＜0．010  ＜0．010  0．3（：略   
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第1回処理量：0．088kg由瓜a  

第2回処理量：0．085kg由几1a   

合計処理量：0．174kga∽1a   

散布水量：170～172Ub   

第2回処理量：0．087kgai瓜a   

合計処理量：0．175kgai血a   

散布水量：121～122Ⅰ』la   

第2回処理量：0．089kga∽1a   

合計処理量：0．176kga班1a   

散布水量：133～139Ⅰ』la   

米国F珪SnO，   ピーマン  240SC（240gai／0製剤   1   0．022  0．141  0．031  ＜0．010  ＜0．010  0．214   

（カリフォルニア）   果実  2回茎葉散布   
0．019  0．225  0．040  く0．010  ＜0．010  0．304   

2（氾4年 
第1回処理量：0．088kg由瓜a  

第2回処理量：0．087kg由瓜a   3   0．0；蛤  0．375  0．059  ＜0．010  0．016  0．488  

合計処理量：0．175kg由瓜a   3   0．025  0．278  0．052  ＜0．010  0．013  0．378  

散布水量：171L丑血   【平瑚  0．027  0．327  0．056  ＜0．010  0．015  0．433  

0．304  
0．289  

0．297   



国名  作物名  経過  
殊留鼻血g此∂  

試料調製方法  

実施年  分析部位  日数        P   Ml  M5  M7  Ml グルコシド  合計   

2回茎葉散布   0．088  1．116  0．143  ＜0．010  0．022  1．379   

果実  第1回処理量：0．087kg由丑1a   【平均】  0．078  0．986  0．141  ＜0．010  0．018  1．233  
第2回処理量：0．088kga地a   

合計処理量：0．174kg剋丑1a   
散布水量：170～172Lもa   

合計処理量：0．175kg之〟11a   

散布水量：133～137Uha   

合計処理量：0．175kg乱川1a   

散布水量：170Ⅰ瓜a   

合計処理量：0．176kga地a   

散布水量：133～138Lもa   
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合計処理量：0．174kg由瓜a  

散布水量：161～1621ノha   

散布水量：118～121Ub   
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合計処理量：0．175kga∽1a  

散布水量：180Ⅰ皿a  

散布水量：163～164L瓜a  
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残留量hlg噛  

国名  作物名  
試料調製方法   

経過  

実施年  分析部位  日数        P   Ml  M5  M7  Ml グ厄べ／ド  合計   

米国Nipmo，（カ  レタス   100OD（10鴨ai／0製剤   3   0．338  0．327  0．197  ＜0．010  0．046  0．918   

リフォルニア）  頭部   2回茎葉散布   3   0．282  0．234  0．165  く0．010  0．034  0．725   

2004年  第1回処理量：0．089kg出血a  

第2回処理量：0．087kgai瓜a   7   0．165  0．132  0．138  ＜0．010  0．034  0．479  

合計処理量：0．176kga∽la   7   0．215  0，170  0．138  ＜0．010  0．028  0．561  
散布水量：130～132Ⅰ丑1a   

【平均】  0．190  0．151  0．138  ＜0．010  0．081  0．520  

3  ＜0．010  0．047  0．043  ＜0．010  ＜0．010  0．120  
3  ＜0．010  0．054  0．043  ＜0．010  ＜0．010  0．127  

【平均】  ＜0．010  0．051  0．043  ＜0．010  ＜0．010  0．124  

7  ＜0．010  0．016  0．027  ＜0．010  ＜0．010  0．073  
7  ＜0．010  0．014  0．023  ＜0．010  ＜0．010  0．067  

【平均Ⅰ  ＜0．010  0．015  0．025  ＜0．010  ＜0．010  0．070   

3  ＜0．010  0．069  0．017  ＜0．010  0．067  0．173   
0．026  0．117  0．026  ＜0．010  0．107  0．286   

2005年  
第1回処理量：0．088kg出血a  

第2回処理量：0．092kga∽1a   7  ＜0．010  0．019  0．013  ＜0．010  0．084  0．136  
合計処理量：0．180kga肌1a   7  ＜0．010  0．bll  ＜0．010  ＜0．010  0．042  0．083  

散布水量：122～126Ⅰ皿a   【平瑚  ＜0．010  0．015  0．012  ＜0．010  0．α迫  0．110  

3  ＜0．010  0．075  0．014  ＜0．010  0．051  0．160  
3  ＜0．010  0．099  0．021  ＜0．010  0．081  0－221  

【平嘲  く0．010  0．087  0．018  く0．010  0．鵬6  0．191  

7  ＜0．010  0．020  0．012  ＜0．010  0．071  0．123  
7  ＜0．010  0．037  0．010  ＜0．010  0．055  0．122  

く0．010  0．（絡3  0．128   

米国Porb血11e，  レタス   240SC（240gai心製剤   ＜0．010  0．024  0．879   

（カリフォルニア）  頭部   2回茎葉散布   
＜0．010  0．022  1．035   

2004年  
第1回処理量：0．088kg扇丑1a  0．128  く0．010  0．023  0．957  

第2回処理量：0，088kga∽1a   7   0．110  0．188  0．073  ＜0．010  0．025  0．406  
合計処理量：0．176kg由丑1a   7   0．106  0．124  0，085  ＜0．010  0．020  0．345  

散布水量：180Ub   【平均】  0．108  0．156  0．079  ＜0．010  0．023  0．376  

内側葉（外  3   0．048  0．107  0．051  ＜0．010  ＜0．010  0．226  
側葉を除  3   0．061  0．107  0．053  ＜0．010  ＜0．010  0．241  
く）  【平均】  0．055  0．107  0．052  ＜0．010  ＜0．010  0．蝕  

7  ＜0．010  0．037  0．050  ＜0．010  ＜0．010  0．117  
7   0．020  0．072  0，040  ＜0．010  ＜0．010  0．152  

【平嘲  0．015  0．055  0．伽15  ＜0．010  ＜0．010  0．135   
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国名  作物名  経過  
残留量（m舶  

実施年  分析部位  
試料調製方法  

日数            P  Ml  M5  M7  Ml ガレコシド  合計   

米国Mohno，   リーフ   100OD（100gai心製剤  0  1．937   1．814  0．264  ＜0．010  0．205  4．230   

（フロリダ）   レタス   2回茎葉散布  
0  1．971   1．591  0．262  ＜0．010  0．202  4．036   

2005年  
第1回処理量：0．090kg由乃1a  

第2回処理量：0．088kga∽1a  ＜0．010   

合計処理量：0．178kga∽1a  

散布水量：112～120Uha  

合計処理量：0．177kgai爪a  

（カリフォルニア  

2004年   

合計処理量：0．177kg由／11a  

米国Hkkman，  リーフ    100OD（100ga山製剤  3  0．995  0．510  0．133  ＜0．010  0．028  1．676   

（カリフォルニア）  
3  0．874  0．482  0．143  く0．010  0．022  1．531  

2004年  
第1回処理量：0．087kga地a  

第2回処理量：0．087kgai瓜a  
合計処理量：0．174kg由仇a  7  0．529  0．345  0．100  ＜0．010  0．036  1．020  

散布水量：121L瓜a  【平均】   0．496  0．335  0．111  くの．010  0．039  0．9％   

米国  リーフ    100OD（10鴨ai心製剤  3  0．142  0．502  0．033  ＜8．010  0．024  0．711   
Am）yOGrande，  

3  0．156  0．509  0．041  く0．010  0．028  0．744  

（カリフォルニア）  
第1回処理量：0．086kg血／11a  

第2回処理量：0．085kga地a  
2004年  

0．060  0．201  0．027  ＜0．010  0，027  0．325  
合計処理量：0．171kgai瓜a  7  0．042  0．188  0．028  ＜0．010  0．023  0．291  

散布水量：139～145Uha  【平瑚   0．051  0．195  0．028  ＜0．010  0．025  0．308   

米国F托SnO，  リーフ    240SC（240ga山製剤  3  0．015  0，123  0．048  ＜0．010  0．031  0．227   

第1回処理量：0．088kg出血a  
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合計処理量：0．177kga班1a   

散布水量：95～108Ⅰノha   

合計処理量：0．176kg出血a   

散布水量：131～135Ⅰ』1a   

0．㈱  0．089  0．070  ＜0．010  0．053  0．321   

2004年  
合計処理量：0．17蝕ga∽1a   7   0．147  0．110  0．080  ＜0．010  0．051  0．398  
散布水量：150～157Ub   

坪瑚  0．123  0．100  0．075  く0．010  0．052  0．860   

米国   セロリ  100OD（100ga山製剤   3   1．401  0．539  0．246  ＜0．010  0．049  2．245   

Hkkman，  2回茎葉散布   3   1．309  0．548  0．224  ＜0．010  0．051  2．142  

第1回処理量：0．089kg出血a  【平均】  1．855  0．544  0．235  ＜0．010  0．αiO  2．194   
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散布水量：188～189Uha   

（カリフオルニ  2回茎葉散布   3   0．155  0．121  0．085  ＜0．010  0．031  0．402   

ア）  第1回処理量：0．088kga∽la  
茎葉   第2回処理量：0．085kga地a  【平嘲   

2004年  0．099  0．0洲  0．081  ＜0．010  0．037  0．317  
合計処理量：0．173kgai瓜a   7   0．189  0．1（裕  0．083  ＜0．010  0．040  0．428  

散布水量：145～150Ⅰノha   
【平均1  0．144  0．098  0．鵬2  ＜0．010  0．039  0．373   

米国   ほうれん  100OD（10坂元心製剤   3   0．216  0．943  0．296  ＜0．010  0．086  1．551   

Germansville，  そう  3   0．040  0．173  0．055  ＜0．010  0．063  0．341   
（ペンシルバニ  

ア）  

第1回処理量：0．091kg出血a  
茎葉   

2004年  
0025  0179  0080  ＜0010  0072  0366  

合計処理量：0．183kga地a   6   0．184  0．936  0．285  ＜0．010  0．097  1．512  

散布水量：180～184Ⅰ几a   【平均1  0．105  0．558  0．183  ＜0．010  0．他5  0．939   

米国Mo血0，  ほうれん  100OD（100gai／U製剤   0   1．724  1．472  0．313  ＜0．010  0．015  3．534   

（フロリ列  そう  0   2．226  ・2．137  0．565  ＜0．010  0．029  4．967  

2005年  第1回処理量：0．086kgai瓜a  1．975  1．805  0．439  ＜0．010  0．022  4．251  

茎葉   第2回処理量：0．089kgai血a   0．031  0．215  0．099  ＜0，010  0．027  0．382  
合計処理量：0．176kga地a   1   0．026  0．173  0．088  ＜0．010  0．026  0．323  

散布水量：125～143Uha   
【平均】  0．029  0．194  0．脱  ＜0．010  

3   ＜0．010   

3   0．023  0．083  0，055  ＜0．010  0．033  0．204  

【平均】  0．025  0．（粉5  0．057  ＜0．010  0．034  0．220  

7   0．011  0．012  0．016  く0．010  0．015  0．064  

7   0．017  0．012  0．014  ＜0．010  0．034  0．087  

【平均】  0．014  0．012  0．015  ＜0．010  0．025  0．076  

10   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．025  0．065  

10   ＜0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  0．020  0．060  

【平均】  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．023  0．∝追   
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散布水量：177～181Ⅰ』1a   

6  ＜0．010  0．135  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．179   

No血fb紀  
6  ＜0．010  0．147  0．015  ＜0．010  ＜0．010  0．192  

（ニューヨーク）  第1回処理量：0．086kgai瓜a  

2（氾5年   

散布水量：166～171Uha   

米国Molino，   I如ヽしょ  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  0．285  0．047  ＜0．010  ＜0．010  0．362   

（フロリの  2回茎葉散布   7  ＜0．010  0．210  0．027  ＜0．010  ＜0．010  0．267  

2005年  第1回処理量：0．0鮒kgai瓜a  
塊茎   第2回処理量：0．0鍼kgai瓜a  

合計処理圭：0．178kg由ルIa  
散布水量：121～125Uha   
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合計処理量：0．176kg衰几Ia   

散布水量：167～169Ⅰ皿a   

2005年   塊茎  1：0．0洲g由瓜a 第2回処理量：0．0舗kgai瓜a  
合計処理量：0．180kg出血a  

散布水量：146Ⅰ几a   

米国   l卦し、しJ  1500D（150gaJO製剤   57  0．070  ＜0．010  ＜0．010  0．457   

Sdng丘eld（ネ  2回茎葉散布   54  0．059  ＜0．010  ＜0．010  0．443   

プラスカ）  第1回処理量：0．089kgai瓜a  56  0．（裕5  ＜0．010  ＜0．010  0．450   

2005年   塊茎   第2回処理量：0．088kga班1a  
合計処理量：0．177kg由几1a  

散布水量：128Uha   

米国Sab血，   I☆≠＼しょ  1500D（150gai／U製剤   ＜0．010  0．036  ＜0．010  ＜0．010   

（ミネソタ）  
2回茎葉散布   7  ＜0，010  0．034  ＜0．010  ＜0．010   

2005年  ＜0．010  0．035  ＜0．010  ＜0．010   
塊茎  1：0．092g由〟1a 第2回処理量：0．087kgai瓜a  

合計処理量：0．179kgai瓜a  

散布水量：155～159L瓜a   

米国   ‡事≠＼u  1500D（150gai心製剤   7  ＜0．010  0．043  ＜0．010  く0．010   

Ⅹi皿brley，  2回茎葉散布   7  ＜0．010  0．070  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0，110  

（アイダホ）  
第1回処理量：0．088kg由瓜a  

塊茎   第2回処理量：0．088kgaihla  
2（氾5年  合計処理量：0，176kgai瓜a  

散布水量：184～186Ⅰ几a   

米国   ば甑＼しょ  7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

Porbrvi恥（カ  2回茎葉散布   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

リフォルニア）  
第1回処理量：0．088kgai瓜a  

2005  塊茎   

合計処理量：0，176kg扇丑1a  

散布水量：1糾～186Uha   
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水量：163～169Uha   

2005年  塊茎  1回：0．089ga1a 第2回処理量：0．089kg由瓜a  
合計処理丑：0．177kga地a  

散布水量：134Ub   

米国Payette，   ば≠＼しょ  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  0．036  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．076   

（アイダホ）  
2回茎葉散布   7  ＜0．010  0．035  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  0．075  

2005年  
第1回処理量：0．090kga∽1a  

塊茎   第2回処理量：0．088kg誠心a  
合計処理量：0．17蝕g由丑1a  
散布水量：187～191Ⅰ瓜a   

米国Stilwell，   摘仙＼しょ  2亜SC（24鴨a丑）製剤   7  ＜0．010  0．092  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．136   

（カンザス）  
2回茎葉散布   7  ＜0．010  0．098  0．011  ＜0．010  ＜0．010  0．139  

2005年  
第1回処理量：0．091kg由瓜a  

塊茎   第2回処理量：0．089kg血亀a  
合計処理量：0．180kg由瓜a  
散布水量：138～139Ub   

汀
L
 
 
 



国名  作物名  試料調製方法   
残留量（m渦  

実施年  分析部位  Ml  M5  M7  Ml やレコシド  合計   

米国Seymour；  i飢ヽu  240SC（240ga】几）製剤   7  ＜0．010  0．031  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．071   

（イリノイ）  
2回茎葉散布   7  ＜0，010  0．021  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．061  

2005年  
第1回処理量：0．0鮒kg誠心a  

塊茎   第2回処理量：0．089kga∽1a  
合計処理量：0．179kga∽1a  

散布水量：143～146L仇a   

米国Rupe止，   ば仙＼しよ  240SC（240gai／U製剤   7  ＜0．010  0．039  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．079   

（アイダホ）  
2回茎葉散布   7  ＜0．010  0．043  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．083  

2005年  
第1回処理量：0．088kg由瓜a  

塊茎   第2回処理量：0．090kga∽1a  
合計処理量：0．178kg誠11a  

散布水量：149～151L瓜a   

米国Ephrata，  i溺≠＼しよ  240SC（240gai／U製剤   7  ＜0．010  0．020  ＜0．010  ＜0．010  ＜0，010  0．060   

（ワシントン）  2回茎葉散布   
7  ＜0．010  0．024  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．064  

2005年  
第1回処理量：0．087kga∽1a  

塊茎   第2回処理量：0．089kgai瓜a  
合計処理量：0．176kg扇瓜a  

散布水量：138～139Mla   

米国ClermOnt，  オレンジ  0  0．203  0．077  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．430   

（フロリダ）  2回高濃度処理液散布   0  0．199  0．069  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．418   

2005年  

合計処理量：0．356kg出血a   

散布水量：562～5661几a   

果肉・果皮分割試験  

果実  1500D（150gai心製剤   1  0．127  0．351  0．106  ＜0．050  0．057  0．691  

2回高濃度希釈液散布   ロ  0．111  0．323  0－100  ＜0．050  0．050  0．634  
第1回処理量：  

【平均】   
0．104  

0．1581bai／AO．177kgaiAla  

第2回処理量：  
0：114   

0．1591ba〟AO．178kg融1a   ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250  

合計処理量：   ロ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250  

0．3171bai仏（0．356kgai瓜a   ＜0，050  ＜0，050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0，050   

散布水量：562′）566L瓜a   
＜0．250  

【平嘲  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．0甜  ＜0．050  
く0．250  

果皮  0．241  0．351  0．106  ＜0．050  0．057  0．805  
ロ  0．218  0．323  0．100  ＜0．050  0．050  0．741  

0．222  0，308  0．092  ＜0．050   

【平均】  0．227  0．327  0．㈱  ＜0．050   
0．054  0726  
0．（烙4  0．757   
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国名  作物名  経過  残留量（mg此∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数        P   Ml  M5  M7  Ml カレ亘／ド  合計   

1500D（150gai／U製剤   

2回低濃度希釈散布   

果夷  第1回処理量：0．180kgai瓜a  
第2回処理量：0．170kg扇丑1a  

合計処理量：0．350kgai瓜a  

散布水量：2492～2537Ⅰ丑1a   

米国Hai∫把S  
Ci切   2回高濃度希釈液散布   1  ＜0．050  ＜0．050  ＜0050  ＜0 
（フロリの  第1回処理量：0．182kg誠11a   1  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0． 

2005年  果実   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0． 
合計処理量：0．360kgainla  

散布水量：556～560L在仏   

米国   オレンジ  1  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．250   
HainesCity，  2回低濃度希釈散布   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリタ）  第1回処理量：0．176kg餌丑1a  
2（氾5年  果実   

合計処理量：0．349kga∽1a  

散布水量：2411～2533L瓜a   

米国0扇edo，   オレンジ  1500D（150gai心製剤   1   0．182  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  0－382   

（フロリ列  2回高濃度希釈液散布   1   0．131  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．331   

2005年   第1回処理量：0．173kg由瓜a  
果実   第2回処理量：0．174kgai瓜a  

合計処理量：0．347kga地a  

散布水量：558～559L丑血   

米国Odedo，   1   0．094  ＜0．050  く0．050   

（フロリタ）  2回低濃度希釈液散布   1   0．109  0，051  ＜0．050   

2（氾5年   第1回処理量：0．174kga班1a  
第2回処理量：0．178kg由ル1a  

合計処理量：0．352kga∽1a  

散布水量：2082～2124Ⅰ』la   

米国0vie血，   オレンジ  1500D（150ga〟U製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリの  2回高濃度希釈液散布   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

2005年   第1回処理量：0．176kga∽1a  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  くの．250   

果実   第2回処理量：0．176kga班1a  
合計処理量：0．352kgai瓜a  

散布水量：424Uha   

米国0viedo，   オレンジ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリダ）  2回低濃度希釈液散布   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050   

2005年  第1回処理量：0．176kga∽la  
果実   

合計処理量：0，錮9kga班1a  

散布水量：2092～2112Ⅰ丑1a   

米国Ode血，   オレンジ  1500D（150ga山製剤   0．133  ＜0．050  ＜0．050   

（フロリ列  2回高濃度希釈液散布   0．151  ＜0．050  ＜0．050   

2005年   第1回処理量：0．177kg由〟1a  
果実   第2回処理量：0．176kg誠心a  

合計処理量：0．353kgai瓜a  

散布水量：375～378Ⅰノba   
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作物名  経過  
残留量（m釘kg）  

国名  
実施年  分析部位   

試料調製方法  
日数        P   Ml  M5  M7  Ml グレコシド  合計   

米国Odedo，   オレンジ  1500D（150ga〟0製剤   0．103  0．072  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．325   

（フロリダ）  2回低濃度希釈液散布   0．094  0．076  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．320   

2005年   第1回処理量：0．176kga∽1a  
果実   第2回処理量：0．174kga血a  

合計処理量：0．350kga∽la  

散布水量：1972～1949Uha   

米国MtDora，  オレンジ  

（フロリダ）  2回高濃度希釈液散布   

合計処理量：0．351kgai／b  
散布水量：578～633Ⅰノha   

0．0淡）  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．2！X）   

2回低濃度希釈液散布   0．088  0．052  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  0．2餅）   

第1回処理量こ0－178kg血11a  
果実   

合計処理量：0．360kga∽1a  
散布水量：2308～2500L仇a   

0．207  く0．050  0．076  ＜0．050  ＜0．050  0．433   

1屯mIkach，  2回高濃度希釈液散布   0．194  ＜0．050  0．077  ＜0．050  ＜0．050  0．421   

（フロリダ）  0．077  ＜0．050  ＜0．050  0．427   

2005年   果実  1：0．174gaa 第2回処理量：0．176kgai瓜a  
合計処理量：0．350kga∽1a  

散布水量：436～529Uba   

米国   オレンジ  1500D（150ga〟U製剤   0．119  ＜0．050  ＜0．050  ＜0，050  ＜0．050  0．319   

Ⅵ∋mBeach，  2回低濃度希釈液散布   0．105  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．305   

（フロリの  第1回処理量：0．176kgai瓜a  
2005年   果実   第2回処理量：0．174kg由ノha  

合計処理量：0．350kga〟ha  

散布水量：1淡）6～2073Ⅰ瓜a   

米国   オレンジ  0．175  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．375   

「ゐmBeacb，  2回高濃度希釈液散布   0．174  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．374   

（フロリダ）  第1回処理量：0．175kgai瓜a  
2（氾5年  果実   

合計処理量：0．352kg出血a  

散布水量：446～530L瓜a   

オレンジ  1500D（150gai／D製剤   0．135  0，062  ＜0，050  ＜0．050  ＜0．050  0．347   

2回低濃度希釈液散布   1   0．156  0．069  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．375   

第1回処理量：0．182kg誠Ila  
果実   第2回処理量：0．178kgai瓜a  

合計処理量：0．359kga血a  

散布水量：1973～2090Ub   

米国  オレンジ  1500D（150ga丑）製剤  

RaymOndvilk，  2回高濃度希釈液散布   ＜0050  ＜0050  ＜0050  ＜0050  く0050  ＜0250   

（テキサス）   第1回処理量：0．178kgal瓜a   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

2（氾5年  ロ                果実    口                 第2回処理量：0．176kga沼1a  
合計処理量：0．355kg由ル1a  

散布水量：536～541Uha   
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Raymondvi11e，  
（テキサス）  

2005年   果実  1：．gaa 第2回処理量：0．17¢kg由〟1a  

0．083  ＜0，050  ＜0，050  ＜0．050  ＜0．050  0．283   

（カリフオルニ  0．119  ＜0，050  ＜0．050  ＜0．050  ■ ＜0．050  0．319   

0．101  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．301   
第2回処理量：0．173kga地a  

合計処理量：0．349kgai仏a  

散布水量：484～502Ⅰ』1a   

米国Fresno，   オレンジ  1500D（150ga山製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（カリフオルニ  2回低濃度希釈液散布   1   0．058  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．258   

ア）  第1回処理量：0．176kg誠心且  
2005年   果実   第2回処理量：0．169kga班1a  

合計処理量：0．346kgz〟ha  

散布水量：2331～2347I」瓜a   

0．119  ＜0．05D  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  0，319   

Bakers五eld，  0．136  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．336   

0．128  旬．050  く幻．0馳  旬．0鮒  ＜0．050  0．828   
第2回処理量：0．187kgai瓜a  

2∝略年   合計処理量：0．360kga地a  

散布水量：494～633Uha   

米国   オレンジ  1500D（15晦ai心製剤   0．098  ＜0．050  く0，050  ＜0．050  ＜0．050  0．298   

Bake指鮎1d，  2回低濃度希釈液散布   1   0．093  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．293   

（カリフオルニ  第1回処理量：0．180kg加丑1a  
ア）  果実   第2回処理量：0．177kg由瓜a  
2006年  合計処理量：0．356kgai仇a  

散布水量：2273～3230Ⅰ詔1a   

15∝）D（15晦a〟山梨剤   

PodeI扇11e，（カ  2回高濃度希釈液散布   

第1回処理量：0．172kgai瓜a  
第2回処理量：0．174kgai瓜a  

合計処理量：0．346kgai瓜a  

散布水量：607～608Ub   

米国   オレンジ  15（氾D（15鴨誠U製剤   1  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．250   

Por短ⅣⅢe，  2回低濃度希釈液散布   0．053  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．253   

（カリフオルニ  第1回処理量：0．172kg由丑1a  
ア）  果実   第2回処理量：0．174kg由瓜a  
2005年  合計処理量：0．347kg誠ha  

散布水量：2261～2259Ⅰ』1a   

米 国 H衰nes  オレンジ  240SC（24鴨a丑）製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

Ci切  希釈液散布   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリの  第1回処理量：0．179kga班1a  
2（氾5年   果実   第2回処理量：0．181kg由瓜a  

合計処理量：0．300kga∽1a  

散布水量：547～565Uha   
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国名  イ物名  経過 
残留量（m釘kg）  

試料調製方法   

実施年  分析部位  日数        P   Ml  M5  M7  Ml グ厄コシド  合計   

米国Odedo，   オレンジ  240SC（24鴨a皿）製剤   0．213  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．413   

（フロリの  希釈液散布   1   0．163  く0．050  く0．050  ＜0．050  く0．050  0．363   

2（氾5年   第1回処理量：0．174kg元瓜a  
果実   第2回処理量：0．175kga∽1a  

合計処理量：0．350kga∽1a  

散布水量：561～566L丑血   

米国F代SnO，   オレンジ  240SC（240gai／U製剤   0．105  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．305   
（カリフオルニ  希釈液散布   1   0．109  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．309   

ア）  第1回処理量：0．176kga∽la  

2005年   果実   第2回処理量：0．171kg由瓜a  
合計処理量：0．347kgaj瓜a  

散布水量：476～503Ⅰ山1a   

米国   レモン／  

Ft．Pkme，  2回高濃度希釈液散布   

Ft．neme，  

2回高濃度希釈液散布   

第1回処理量：0．172kg出血a  

散布水量：481～4851〟1a   

2回低濃度希釈液散布   

ア）  
果実   

2005年  
合計処理量：0．347kgaJha  

散布水量：609Ub   
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国名  作物名  経過  
残留量血離感  

実施年  分析部位   目数  P   Ml  M5  M7   合計   

米国   レモン  0．118  0．159  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．427   

Por由Ⅳ山e  2p     液散布  0．102  0．115  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．367   

（カリフォルニア）  

GI」P  

果実   
合計処理量：0．350kgai瓜a  

2005  

0．084  0，060  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．294   

（カリフォルニア）  0．074  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．274   

GIJP  0．079  0．055  く0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．怨4   

2006  
果実   

合計処理量：0．355kg血此1a  

散布水量：528～545Ub  

米国Sanger   レモン  1   0．056  0．124  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0，330   

（カリフォルニア）  2回低濃度希釈液散布  0．051  0．103  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．304   

GLP  

2006  
果実   

合計処理量：0．354kg出血a  

散布水量：2393～2446Ⅰノha  

米国Ni匹mO   レモン  0．142  く0，050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．342   

（カリフォルニア）  2回高濃度希釈液散布  0．119  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．319   

GLP  

2005  
果実   

合計処理量：0．353kg由瓜a  

0．070  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．270   

（カリフォルニア）  2回低濃度希釈液散布  0．057  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  0．257   

GIJ）  0．貼4  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．αiO  0．264   

2005   
果実  1回処理量：0．168短ai瓜a 第2回処理量：0．175kga此a  

合計処理量：0，3胡kga此a  

Podervilk，  

（カリフォルニア）  

2005年   果実  1回処理量：0．174kga地a 第2回処理量：0．176kga∽la  
合計処理量：0．350kg由仏a  
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散布水量：2130～2123Ⅰ瓜a  【平均】  ＜0．050  ＜0．050  0．051  ＜0．050  ＜0．050  0．251   

米国   グレープ  1500D（150gai／U製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

H血1eSCi頓   フ／レ一ツ  1   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0，050  ＜0．250   

（フロリ列  【平嘲  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

合計処理量：0．356kga〟ha  

＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．250   

HainesCi伽   フ／レーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリダ）  第1回処理量：0．174kg誠Ila  
2005年  果実   

合計処理量：0．350kga∽1a  

散布水量：2083～21041丑a   

米国   グレープ  1500D（150gai心製剤   1   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

Ⅵ∋m臨ach，   フ／レーツ  ＜0，050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．250   

（フロリタ）  第1回処理量：0．176kga∽1a  
2005年  果実   

合計処理量：0．354kga地a  

散布水量：441～536Ⅰ』1a   

米国   グレープ  1500D（150gai／U製剤   ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．250   

1もmBeach，   フルーツ  1   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリ列  第1回処理量：0．176kg誠Ila  
2005年  果実   

合計処理量：0．351kga∽1a  

散布水量：1913～2083Ⅰノha   

米国   グレープ  1500D（150gai心製剤   1   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

Raymondvi11e，  フルーツ  1   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．250   

（テキサス）  第1回処理量：0．178kgai瓜a  

2（泊5年  、果実   
合計処理量：0．353kgai瓜a  

散布水量：580～585L仇a   

米国   グレープ  1500D（150gai心製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   
Raymondvnle，  フルーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．250   

（テキサス）  第1回処理量：0．177kga∽1a  
2005年  果実   

合計処理量：0．355kga班1a  

散布水量：2896～2941Uha   

米国F代SnO，   グレープ  1500D（150gai心製剤   ＜0．050  ＜0．050  く0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（カリフォルニア）  フノレーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

2006年  第1回処理量：0．174kgai瓜a  
果実   

合計処理量：0．347kga∽1a  

散布水量：484～485Ⅰノha   
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残留量（m釘k∂  

国名  作物名  
試料調製方法   

経過  
実施年  分析部位  日数        P   Ml  M5  M7  Ml ガl′ロンド  合計   

米国Fresnq  グレープフ  1500D（15鴨ai／U製剤  口  ＜0．050   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（カリフオルニ  ／レーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

ア）  第1回処理量：0．175kg由乃Ia  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  くゎ．250   

2（抑6年  果実   

合計処理量：0．350kg由丑1a  

散布水量：2797～2797Ub   

米国Nipmo，  グレープフ  1500D（15晦ai心製剤   ＜0，050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（カリフオルニ  ／レーツ  ．1  く0．050  ＜0．050  ＜0．050  く0．050  く0，050  ＜0．250   

ア）  第1回処理量：0．177kgai瓜a  
2005年  果実   

合計処理量：0．350kga班1a  

散布水量：63ウ～639Ub   

米国 mpomo，  グレープフ  1500Ⅰ）（15鴨a山製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（カリフオルニ  ／レーツ  ＜01050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

ア）  

2005年  
第1回処理量：0．171kga地a  

果実   

合計処理量：0．別£kga此a  

散布水量：2797～2797Ub   

米国   グレープフ  240SC（24鴨由心製剤   1  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   
Haines City, ／レーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（フロリの  第1回処理丑：0．175kg由瓜a  

2005年  果実   

合計処理量：0．353kg扇仏a  

散布水量：470～4711』la   

米国   グレープフ  1500D（150ga山製剤   ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

RaymOndvi11e，  ／レーツ  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．050  ＜0．250   

（テキサス）  第1回処理量：0．179kgai瓜a  

散布水量：2074～2085Ub   

79  

．、 ▼‾でl   汀  



3回低濃度希釈液茎葉散布   
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回処理量：0．139kga地よ   

散布水量：465～481Ub   
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合計処理量：0．亜Okgal瓜a  

第2回処理量：0．141kg由瓜a   
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第3回処理量：0．141kgai血a   

合計処理量：0．胡1kg由瓜a  

第2回処理量：0．138kgai瓜a   

合計処理量：0．亜7kg由瓜a  

散布水量：470～473Ⅰ瓜a   
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合計処理量：0．4伯kga地a  

合計処理量：0，270kgaj瓜a  
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第1回処理量：0．155kgai瓜a  

第1回処理量：0．158kgai瓜a  
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散布水量：365～3661ノha   

第2回処理量：0．111kga地a   
合計処理量：0．269kga抽a   14   0．014 1．080   0．091  0．246  0．098 1．529  

散布水量：2325～2337Ⅰ』la   【平均Ⅰ  0．014 1．020   0．072  0．216  0．088 1．408   
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合計処理量：0．266kg扇／11a   

散布水量：407～466Ⅰノha   

合計処理量：0．271■kg由血a   14   0．024  0．394  0．019  0．086  0．041  0．564  

散布水量：2091～2097Ⅰ』la   【平嘲  0．044  0．467  0．018  0．059  0．031  0．618   

米国Ch血，   もも  1500D（15鴨誠0製剤   7   0．019  0．a72  0．013  0．086  ＜0．020  0．510   

（ジョージア）  2回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．014  0．473  ＜0．010  0．045  ＜0．020  0．562  

2（氾5年   
果実                    第1回処理量：0．159kga∽1a  

第2回処理量：0．111kga班は   0．217   

合計処理量：0．270kg誠ha   14   0．043  0．323  0．014  0．059  0．037  0．476  

散布水量：391～518Ub   【平均】  0．031  0．270  0．012  0．053  0．031  0．3！裕   
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国名  作物名  経過  
残留量（mg此∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数        P   
Ml  M5  M7  Ml ク〉しこ工シド  合計   

米国Ch山a，   もも  1500D（150g誠0製剤   7   0．012  0．320  0．015  0．054  0，021  0．422   

（ジョージア）  2回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7  ＜0．010  0．261  ＜0．010  0．035  ＜0．020  0．336  

2005年   
果実                    第1回処理量：0．159kg由瓜a  

第2回処理量：0，110kgai仇a   14  ＜0．010  0．122  ＜0．010  0．032  0．025  0．199  
合計処理量：0．269kga地a   

第2回処理量：0．110kga地a   

合計処理量：0．272kga∽1a   

散布水量：526～558Ⅰノha   

米国Plams，   もも  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  0．375  ＜0．010  0．065  0．048  0．508   

（ジョージア）  2回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．013  0．362  0．011  0．075  0．066  0．527  

2（氾5年   
果実                    第1回処理量：0．163kga地a  

第2回処理量：0．108kga地a   
合計処理量：0．271kg由瓜a   14  ＜0．010  0，192  ＜0．010  0．080  0．036  0．328  

散布水量：2020～2281IJha   
【平均】  ＜0．010  0．211  ＜0．010  0．081  0．棚  0．352   

米国   もも  1500D（150gai心製剤   7   0．029  0．385  0．015  0．083  0．033  0．545   

Goldst氾m，  
2回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．022  0．242  0．012  0．053  く0．020  0．349  

（ノースカロライ  果実                    第1回処理量：0．160kga沼1a  
ナ）  

第2回処理量：0．112kgaiJha   
0．011  0．108  ＜0．010  0．052  ＜0．020  0．201   

2005年  
合計処理量：0．271kgai血a   14  ＜0．010  0．137  ＜0．010  0．057  0．030  0．244  

散布水量：432～558Ⅰノha   
【平均】  0．011  0．123  ＜0．010  0．055  0．025  0．223   

米国   もも  1500D（150gai／U製剤   7   0．028  0．499  0．022  0．122  0．049  0．720   

Goldst沿m，  
2回低濃度希釈液散布㈲  7   0．045  0．507  0．034  0．155  0．080  0．821  

（ノースカロライ  
果実                    第1回処理量：0．156kga班1a  

第2回処理量：0．110kgai瓜a   
ナ）  0．014  0．145  0．013  0．1（娼  0．048  0．326   

2（犯5年  
合計処理量：0．266kgai瓜a   14   0．014  0．186  ＜0．010  0．150  0．060  0．420  

散布水量：2196～2883Ⅰノha   
【平均】  0．014  0．166  0．012  0．128  0．054  0．373   

カナダ   もも  1500D（150gai／U製剤   7   0．010  0．327  ＜0．010  0．016  0．040  0．403   

BeamsⅥ血e，  2回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．013  0．310  ＜0．010  0．027  0．053  0．413  

（オンタリオ）  
果実                    第1回処理量：0．159kgai瓜a  

2005年  
第2回処理量：0．108kg元ル1a   14  ＜0．010  0．116  ＜0．010  ＜0．010  0．030  0．176  
合計処理量：0．267kg扇仇a   14  ＜0．010  0．268  ＜0．010  0．028  0．049  0．365  

散布水量：428～4！氾Ub   
【平嘲  ＜0．010  0．192  ＜0．010  0．019  0．伽拍  0．271   

カナダ   もも  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  0．305  0．016  0．046  0，037  0．414   

BeamSvi11e，  2回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7  ＜0．010  0．521  0．025  0．093  0．041  0．6！氾  

（オンタリオ）  
果実                    第1回処理量：0．157kga地a  

2005年  
第2回処理量：0．109kg由ル1a   14  ＜0．010  0．277  0．015  0．040  0．039  0．381  
合計処理量：0．267kgai瓜a   14  ＜0．010  0．086  ＜0．010  ＜0．010  0．049  0．165  

散布水量：2384～2650Uha   【平均】  ＜0．010  0．182  0．013  0．025  0．鵬  0．273   
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散布水量：3！氾～513L瓜a   

合計処理量：0．268kga∽la   

散布水量：556～568Ⅰ。瓜a   

散布水量：1968～2032L仏a   

第1回処理量：0．161kga地a  

第2回処理量：0．107kg血瓜a   

合計処理量：0．268kga沼1a   

散布水量：478～5（カリha   
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合計処理量：0＿265kg由ル1a   

散布水量：2789～2792L心a   

第1回処理量：0．159kg由瓜a  

第2回処理量：0．111kga班1a   

合計処理量：0．270kga班1a   

散布水量：571～573Ⅰノha   

0．026  0．0亜  ＜0．010  0．062  ＜0．010  0．154   

2回低濃度希釈液散布㈲  7   0．029  0．046  ＜0．010  0．074  ＜0．010  0．169   

2005年  
0．030  0．076  ＜0，010  0．113  ＜0．010  0．239  

第2回処理量：0．109kg乱心a   

合計処理量：0．266kgai瓜a   

散布水量：2078～2215Ⅰ』la   



合計処理量：0．268kg出血a   

散布水量：446～527Ⅰ皿a   

合計処理量：0．266kgai瓜a   

合計処理量：0．227kgai仙a   

散布水量：470～473Ⅰノha   
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1回処理量：0．110kga仙a  

散布水量：552～570Ub   

水量：470～473Ⅰ』la   

米国   ぶどう  1500D（15晦a山製剤   7   0．142  0．158  0．015  ＜0．010  0．053  0．378   

Hood蝕佗ち   果実  2回茎葉散布   7   0．128  0．167  0．011  ＜0．010  0．048  0．3朗・   

（オレゴンう  
第1回処理量：0．110kg由几1a  

㈱   第2回処理量：0．110kgai瓜a  平   
2005年  

0．232   
合計処理量：0．220kga班1a   14   0．151  0．155  0．018  ＜0．010  0．脱  0．398  

散布水生：471～509Ub   【平嘲  0．141 0．194   0．020  0．011  0．074   0．亜9  
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合計処理量：0．220kgai瓜a   

第1回処理量：0．112kgai瓜a  

散布水量：391～397Ⅰノha   
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第3回処理量：0．110廃藩此a   

合計処理量：0．378kgai瓜a  

散布水量：2030～2057Ⅰ』1a   

（カリフォルニア）  呆実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．026  0．045  ＜0．010  0．014  ・＜0．010  0．105   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：0．110kg誠心a   7   2．885  0．314  ＜0．200  0．492  ＜0．200  4．091  

外皮  合計処理量：0．378kgai瓜a   7   2．950  0．347  ＜0．200  0．476  ＜0．200  4．173  

散布水量：391～397L丑岨   4．132      【平均】  2．918  0．331  く0．加  0．484  ＜0．200   

米国Kema叫   アー巳／ド  1500D（150ga丑）製剤   0．032  0．059  ＜0．010  0．014  0．012  0．127   
（カリフォルニア）  果実  3回低濃度希釈液散布㈲   0－025  0．047  ＜0．010  0．012  ＜0．010  0．104   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：仇109kg由丑1a   7   1．079  0．295  ＜0．20  0．528  0．281  2．383  

外皮  合計処理量：0．380kgai瓜a   7   1．923  0．441  0．230  0．676  0．372  3．642  

散布水量：2796～2865Ⅰ丑1a   【平嘲  1．501  0．368  0．215  0．602  0．a27  3．013   

米国Glen叫   ア」＝巳′／ド  15（氾D（150ga山製剤   7   0．025  0．029  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．084   

（カリフォルニア）  呆実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．024  0．021  ＜0二010  ＜0．010  ＜0．010  0．075   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：0．110kga∽1a   7   0．603  く0．200  ＜0．2（氾  ＜0．200  ＜0．200  1．403  
外皮  合計処理量：0．378kg由瓜a   7   0．461  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  く0．200  1．261  

散布水量：627～634Ⅰノb   【平瑚  0．532  ＜0．200  ＜0．淡泊  ＜0．200  ＜0．2（X）  1．332   

米国Gkm，   アーニE／ド  1500D（150ga山製剤   7   0．025  0．028  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．083   

（カリフォルニア）  果実  3回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．029  0．021  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．080   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：0．110kg由瓜a   7   0．614  ＜0．200  ＜0．200  ＜0二200  ＜0．200  1．414  
外皮  合計処理量：0．379kga班1a   7   0．634  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  1．434  

散布水量：2295～2309Uha   【平嘲  0．624  く0．別氾  ＜0．別  く0．200  ＜0．2（X）  1．424   

米国D血豆ba，   アーモンド  1500D（15晦ai心製剤   7   0．017  ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

（カリフォルニア）  果実  3回高濃度希釈液散布㈲  7   0．021  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．061   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：0．110kg由瓜a   7   1．749  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  2．549  
外皮  合計処理量：0．謂Okgai瓜a   7   2．827  0．366  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  3．793  

散布水量：428～453ula   【平嘲  2．288  0．公は  ＜0．悪氾  ＜0．加  ＜0．加  3．171   
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国名  作物名  経過  
残留量（m釘kg）  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数        P   Ml  Ml  M5  M7   クルコシド  合計   

米国Dlmlba，  アーヰ巳．／ド  1500D（150g誠U製剤   7   0．017  く0．010  ＜0．010  く0．010  く0．010  0．057   
（カリフオルニ  果実  3回低濃度希う択液散布（圧縮空気）  7  ＜0．010  く0．010  く0．010  く0．010  く0．010  く0．050   

ア）  （外皮を除  

2005年  去）   

第3回処理量：0．110kga此a   7   3．639  0．779  0．327  ＜0．200  ＜0．200  5．145  
外皮  合計処理量：0．378kg誠Ila   7   3．376  0．753  0．303  く0．200  ＜0．200  4．832  

散布水量：627～634Uba   【平均】  3．508  0．766  0．315  ＜0．200  ＜0．200  4．989   

米国Madera，  アーニ巳／／ド  1500D（150g扇心製剤   7   0．011  0．071  0．017  0．025  0．019  0．143   

（カリフオルニ  果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．012  0．051  0．015  0．024  0．010  0．112   

ア）  （外皮を除  

2（カ5年  去）   

第3回処理量＝0．112kg誠ha   7   1．759  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  2．559  

外皮  合計処理量：0．384kgai仏a   7   1．419  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  2．219  

散布水量：515～541Ⅰ丑a   【平均】  1．589  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．2（X）  2．389   

米国Madera，  アーこE／ド  1500D（150ga〟0製剤－   7  ＜0．010  0．035  く0．010  く0．010  く0．010  0．075   

（カリフオルニ  果実  3回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7  く0．010  0．033  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．073   

ア）  （外皮を除  

2005年  去）   

第3回処理量：0．110kg誠Ila   7   1．197  0．225  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  2．022  

外皮  合計処理量：0．380kga此a   7   0．708  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  1．508  

散布水量：2058～2232IJha   【平均】  0．953  0．213  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  1．765   

米国Keman，  ア⊥モンド  1500D（150gai／U製剤   7   0．028  0．015  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．073   

（カリフオルニ  果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．033  0．020  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．083   

ア）  （外皮を除  

2005年  去）   

第3回処理量：0．108kga∽1a   7   3．060  0．238  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  3．898  

外皮  合計処理量：0．370kgainla   7   4．318  0．342  く0．200  ＜0．200  ＜0．200  5．260  

散布水量：478～484L亀a   【平均】  3．689  0．2！氾  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  4．579   

米国Glem，   アニE／ド  1500D（150g由心製剤   7   0．028  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．070   

（カリフオルニ  果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．023  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  0．063   

ア）  （外皮を除  

2005年  去）   

第3回処理量：0．108kgal瓜a   7   1．140  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  1．940  

外皮  合計処理量：0．377kgai瓜a   7   1．123  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．200  1．923  

散布水量：626～634Ⅰ丑1a   【平均】  1．132  ＜0．200  ＜0．200  ＜0．2（氾  ＜0．200  1．932   

米国Ch山a，   ペカン  1500D（150g誠1）製剤   7   0．013  0．012  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  0．055   
（ジョージア）   果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．017  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

2005年   （外皮を除  

去）   

第3回処理量：0．112kga∽1a  

合計処理量：0．384kgai瓜a  

散布水量：339～420Uha   
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国名  作物名  経過  
残留量（mg耽∂  

実施年   分析部位   
試料調製方法  

日数        P   
Ml  

Ml  M5  M7   カレコシド   合計   

米国Chda，  ペカン  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

（ジョージア）  果実  3回低濃度希釈液散布（圧縮空気）   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

2005年  
（外皮を除  【平嘲  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

去）   

第3回処理量：0．110kgama  
合計処理量：0．謁Okg由丑1a  

散布水量：1淡）0～2192Uha  

米国＼   ペカン′  1500D（150ga〟0製剤   7  ＜0．010  ＜0．010   ＜0．010  ＜0．050   

Nash心1e   果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）   7  ＜0．010  ＜0．010   ＜0．010  ＜0．050   

（ジョージア）  【平均】  ＜0．010  ＜0．010   く0．010  ＜0，050   

2005年   去）   

第3回処理量：0．110kg誠lla  

合計処理量：0．379kg扇仇a  

散布水量：552～579Ⅰノha  

米国   ペカン  1500D（150gai瓜）製剤   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

Nash血   果実  3回低温度希釈液散布（圧縮空知   7  ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

（ジョージア）  （外皮を除  【平嘲  ＜0．010  棚．010  旬．010  ＜0．010  くの．010  ＜0．050   
去）   

2005年  第3回処理量：0．110kgai瓜a  

合計処理量：0．381kg扇几1a  

散布水量：1883～19201瓜a  

米国   ペカン  1500D（15晦ai心製剤   0  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．050   

Pm鵬叫   果実  3回高濃度希釈液散布㈲   0  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

（外皮を除  第1回処理量：0．159kg出血a   
（アーカンサ  

【平嘲  く0．010  ＜0．010  旬010  、くの010  ＜0．010  ＜0．050   
第2回処理量：0．110kg誠ha   

ス）   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2（氾5年  
第3回処理量：0．110kgai瓜a   7  ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  
合計処理量：0．379kgaj瓜a  

【平嘲  ＜仇010  く0．010  く0．010  ＜0．010  
散布水量：339～420Ⅰ止1a  

＜0．010   

10  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

【平均I  ＜0．010  くの．010  くの．010  ＜0．010  ＜0．010  

＜0．010   

14  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

【平嘲  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  

＜0．010   

＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．050  

く0．010  く0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．αiO   

米国   ペカン   1500D（150ga〟U製剤   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

Pmbち  果実  3回低濃度希釈液散布㈲   7  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

（外皮を除  【平嘲  ＜0．010  く0．010  くの．010  く0．010  ＜0．010  く0．050  

（アーカンサ ス）                      去）  1：0．159ga 第2回処理量：0．110kg由瓜a  
14  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2005年  
第3回処理量：0．110kg由乃Ia   14  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

合計処理量：0．379kgai瓜a  

散布水量：1989～1991Ⅰ．瓜a   
【平嘲  ＜0．010  くの．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  くの．050   
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国名  作物名  経過  
残留量（mがこ∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  P   
Ml  

Ml  M5  M7   カレロシド  合計   

米国Wharbq  ペカン  1500D（150gai心製剤   7  ＜0．010  0．035  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．075   

（テキサス）   果実  3回高濃度希釈液散布（圧樹  7  ＜0．010  0．032  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．072   

2005年   （外皮を  

除去）   

第3回処理量：0．110kg五山a  

合計処理量：0．381kg由仇a  

散布水量：558～6（将1丑1a   

米国Wもa血叫  ペカン  1500D（150ga山製剤   7  ＜0．010  0．122  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．162   

（テキサス）   果実  3回低濃度希釈液散布（圧縮空気I  7  ＜0．010  0．113  ＜0．010  0．011  ＜0．010  0．154   

2005年   外皮を  
除去）   

第3回処理量：0．113kgai瓜a  

合計処理量：0．386kg餌丑1a  

散布水量：1932～2029Ⅰ』la   

米国D－H釘血，  ペカン   1500D（150g誠0製剤   7  ＜0．010  0．132  ＜0－010  0．015  ＜0．010  0．177   

（テキサス）   果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7  ＜0．010  0．189  0．017  0．027  ＜0．010  0．253   

2（氾5年   （外皮を  

除去）   

第3回処理量：0．107kg血瓜a  

合計処理量：0．373kga∽Ⅶ  

散布水量：531～5別）Uha   

米国D■H訂血，  ペカン  1500D（150gai心製剤   7  ＜0．010  0．232  0．014  0．031  ＜0．010  0．297   

（テキサス）   果実  3回低濃度希釈液散布（圧縮空気）  7  ＜0．010  0．237  0．010  0．027  ＜0．010  0．294   

2005年   （外皮を  

除去）   

第3回処理量：0．113kg由丑1a  

合計処理量：0．謂1kg餌／11a  

散布水量：2017～2498L瓜a   

米国   ペカン  1500D（150gai心製剤   7   0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．052   

Chula   果実  3回高濃度希釈液散布（圧縮空気）  7   0．036  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．078   

（ジョージア）  

2005年   除去）   

第3回処理量：0．114kgai瓜a  

合計処理量：0．382kgai仇a  

散布水量：337～418ma   
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経過  
猿轡量h帥喝）  

試料調製方法  
日数        P   Ml  M5  M7  Ml カlてコシド  合計   

ホップ  1500D（150ga山製剤   7   4．242  0．639  0．202  ＜0．100  0．637  5．820   

塔花  2回茎葉散布   7   3、946  0．501  0．156  ＜0．100  0．456  5．159   

（乾燥）  第1回処理量‥0．110kga地a  

第2回処理量：0．111kg出血a   14   2．916  0．494  0．232  ＜0．100  0．689  4．431  
合計処理量：0．221kg由几1a   14   3．131  0．483  0．270  ＜0．100  0．792  4．776  
散布水量：466～471Uha   

【平均】  さ．化4  0．489  0．251  ＜0．100  0．741  4．004   

米国   ホップ  1500D（150ga山製剤   8   4．083  0．744  0．220  ＜0．100  0．663  5．810   

Woodbuml，   毯花  2回茎葉散布   8   3．676  0．705  0，2拡  ＜0．100  0．488  5．175   

（オレゴン）  （乾燥）  第1回処理量：0．110kgai瓜a  

2（氾5年  第2回処理量：0．108kg由瓜a   14   3．634  0．684  0．298  ＜0．100  0．652  5．368  
合計処理量：0．218kg扇ル1a   14   3．554  0．515  0．196  ＜0．100  0．594  4．959  
散布水量：548～557Ⅰノha   剛  8．594  0．融  0．247  ＜0．1（Xl  0．623  5．164   

米国馳ma，  ホップ  1500D（15鴨ai几）製剤   7   1．590  0，236  ＜0．100  ＜0．100  0．138  2．164   

（ワシントンう   毯花  2回茎葉散布   7   1．430  0．451  ＜0．100  ＜0．100  0．355  2．436   

2005年   （乾齢  第1回処理量：0．112kg由瓜a  

第2回処理量：0．110kg…山11a   14   1．806  0．377  ＜0．100  ＜0．100  0．395  2．778  
合計処理量：0．222kg由瓜a   14   1．623  0．344  ＜0．100  ＜0．100  0．404  2．571  
散布水量：462～472L仙凪   【平均】  1．715  0．361  く0．1（X）  ＜0．100  0．硯  2．675   

米国馳ma，  ホップ  240SC（240gai／0製剤   7   2．447  0．327  ＜0．100  ＜0．100  0．175  3．149   

（ワシントン）   奄花  2回茎葉散布   ・7   2，800  0．928  0．119  ＜0．100  0．565  4．512   

2005年   （乾燥）  第1回処理量：0．113kg扇丑1a  

第2回処理量：0．111kg誠Ila   14   2．332  0．329  ＜0．100  ＜0．10  0．332  3．193  
合計処理量：0．224kga地a   14   2．175  0．271  0．113  ＜0．10  0．2鋸  2．943  
散布水量：461～470Ⅰ瓜a   

【平均】  2．254  0．300  0．107  ＜0．1（氾  0．308  3．∝追   
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処理量：200mL製剤仇a  

処理量：300mL製剤仇a  

2回散布（34日間隔）  
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処理量：200mL鰍a  

（累計96g有効成分仇a）   
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試験番号  作物名  残留量（海相  
試料調製番号  

試料詞製方法   
経過  

国名  分析  目数  P   Ml   M5   Ml  M7   勿k玉／ド  合計   
実施年  部位  

＜0．02  0．05  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．13  

＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．10  

【平均】  ＜0．02  0．04  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  0．12  

（累計144g有効成分血a）   
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試験番号  作物名  残留量（叫畑∂  

棚番号  経過  

国名  分析  日数  P   
Ml  

Ml   
M5  M7   少しコシド  合計   

実施年  部位  

処理量：200mL製剤心a   

許
＿
 
 
 



試験番号  作物名  残留量（m♂k∂  

試棚番号  試料調製方法   
経過  

国名  分析  日数  P   Ml   M5  M7  Ml ガkb／ド  合計   

実施年  部位  

＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  く0．0  ＜0．1  

処理量：300mL製靴a   

（累計144g有効成分爪a）   
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試験番号  作物名  残留量（mg仮∂  

試料調製番号  

M5  M7  Ml 井底．／ド  合計   
＜0．0  ＜0，0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

処理量：200mL鰍a   

（累計96g有効成分血a）   

一
弘
 
 
 



試験番号  作物名  残留量（m釘k∂  
試料調製番号  

試料調製方法   
経過  

国名  分析  目数  P   Ml   M5   
M7  Ml 勿t亘／ド  合計   

実施年  部位  

7   ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

7   ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  く0．0  ＜0．0  ＜0．1  

処理量：300mL製剤仇a   

2回散布（14±2日間隔）  

（累計1∠姐g有効成分血a）   

106   



処理丘：200mL蜘Ia  

処理量：300mL製剤払a  

107  

l  

l．ごl   ‾ †  



処理量：200mL製剤仇a  

2回散布（14±2日間隔）  

（累計96g有効成分爪a）   

処理量：300mL製剤仏a  

（累計1姐g有効成分仇a）   

108   



処理量：200mL製卿抽a  

処理量：20伽n⊥鰍1a  

2回散布（14±2日間隔）  

（累計粥g有効成分爪a）   

処理量：300mL製恥  

（累計144g有効成分爪a）   

L
▲
 
 
 



BCS－0184．01  

C281  

（累計96g有効成分瓜a）   

2（犯7年   

処理量：30仇nL鰍a  

2回散布（14±2日間隔）  

（累計144g有効成分血a）   

35  

110   



試験番号  作物名  残留量（mg此∂  
試料調製番号  経過  

国名  分析  日数  P   Ml   
Ml  

M5   
M7   ガLロンド  合計   実施年  部位  

BCS－0140  棉  

C160  （写些．．g．．唾．…．．．＿………．…．．州．仙．，【．．．．．＿．．，．．．  
綿実  

オし－ストラリア  （種二討   

24  ＜0．02  0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．20  

（Moree，  2回散布 

ニ≒ご一サウス  （累積：288g有効成分仇a）  

ウr刊♂州  処理量：1，200mL製剤仙a  

2006年  
（288g有効成分仇a）  

2回散布（14日間隔）  
24  ＜0．02  0．12  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  0．20   

BCS－0140  棉  

C161  喚担．g．．些．．．．．．  

オ」ストラリア  綿実  
Uondaryan，  （種子）   （144g有効成分瓜a）  20   ＜0．0  0．03  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  0．11   

クイーンズラン  

ド州）  

2回散布（14日間隔）  

2（氾6年  
（累積：288g有効成分仇a）  

BCS－0140  棉  

C163  （写旦g．迎 綿実  

カしニストラリア  （種子）   20   0．02  く0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  0．10  

伽鰐abd，  2回散布（14日間隔）  

ニコご一リウス  （累積：288g有効成分仇a）  

クエ－一外秀明  処理量：1200血L製剤仙a  

（288g有効成分仇a）  
2α媚年  

2回散布（14日間隔）  
20   0．11  0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．23   

（累積：576g有効成分血a）  

BCS－0140  棉  

C164  塵些g．早担．【．．．＿．＿．．Ⅶ．．．＿】．．＿．－．…．＿．，，．，．．．．  
綿実  

オしニストラリア  （種子）   

21   ＜0．0  

恥an由e，  2回散布（14日間隔）  

ニ珊  （累積：288g有効成分仇a）  

ウごづl刻憎  処理量：12（対mL製剤仙a  

（288g有効成分瓜a）  
2（X旧年  

2回散布（14日間隔）  
21  0．06   

（累積：576g有効成分爪a）  

111  
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2回散布（14日間隔）  

2回散布（14日間隔）  

2回散布（14日間隔）  

（累積：288g有効成分仇a）  

2回散布（14日間隔）  

2回散布（14日間隔）  

2回散布（14日間隔）  

（累積：576g有効成分仙a）   

2回散布（14日間隔）  

★：n＝2の平均値  

112   



試験番号  作物名  
棚番号  

残留量（m少k∂  
経過  

国名  分析  日数  P   
Ml  

Ml   M5  M7   ガl．ヰ／ド  合計   実施年  部位  

240が．フロアプル  0．16  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．24  
（24鴨ai／U  

0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．11  
処理量：40mL鰍1（氾L  

0．04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ㊥，6g有効成分／100b）  
2回散布也1日間隔）   34   ＜0．02   

24鴨几フロアプル  

（240ga丑）  
6   0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．10  

処理量：30mL製≠抑100L  13   0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．10  

（7．2g有効成分／100b）  

2回散布（14日間隋）  20   ＜0．02  ＜0．02  ＜0・0軍  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

24鴨几フロアプル  

（240gai心  6   0．07  0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．16  

処理量：40mL鰍1（氾L  

（9．6g有効成分／100h）  
BCS－0142．01  

13   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．14  

C212  
2回散布（14日間隔）  

20   0．15       0．07  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

オナストラリア  24鴨几フロアプ／レ  

（SpringCreek，  可食部  
6   0．17  0．（裕  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．29  

クイーンズ  

ランド州）  （未洗浄）  

（14．4g有効成分／100h）  

2007年   2回散布（14日間隔）  
13   0．09  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．17  

20   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．14  

24鴨軋フロアプ／レ  

（240gai心  6   0．12  0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  0．20  

処理量：40mL製紗100L  

（9．6g有効成分／100h）  13   0．08  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3回散布（14日間隔）  

＜0．02   

15鴨几OD（150ga丑J  
6   0．03  q・02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

処理量ニ40mL製師机（氾L  

㊥．6g有効成分／100h）  13   0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3回散布（14日間隔）  

20   ＜0．02   

113  

∴1   



試験番号  作物名  残留量（m♂k∂  

試料調製番号  
試料調製方法   

経過  

国名  分析  日数  P   Ml   
M5  M7  Ml カkコシド  合計   

実施年  部位  

240g几フロアブル  

（240gai瓜）  

処理量：40Ⅰ¶⊥鰍1（氾L  27   ＜0．0  く0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

（9．6g有効成分／100h）  

114   



処理量：30m上製紗100L  

処理量：40mL掛100L   

処理量：40mL払糾100L  

（9．6g有効成分化00b）  



試験番号  作物名  
試料調製番号  

（240g扇／U  

処理量：40mL製斉町100L  

（9．6g有効成分／100h）  

回散布但1日間隔）   

（9．6g有効成分／100h）  

3回散布（14日間隔）   

116   



処理量：30m⊥妙秒100L  

処理量：40InL製秒100L  

処理量：60mL梨郷100L  

処理量：40mL脚100L  

処理量：40mL製紳100L  

（9．6g有効成分／100h）   

3回散布（14日間隔）   

117  
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試験番号  
試料調製番号  

作物名  残留量（m幸甚∂  

試料調製方法   
経過  

国名  分析  日数  P   Ml   

部位  実施年  M5  M7  Ml カ拭／ド  合計   

240g几フロアプル  

（240ga山  

処理量：40mL梨郷100L  
＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

（9．6g有効成分／100b）  

2回散布（21日間隔）   

240g乱フロアプル  

（240ga山  

処理量：30m⊥製斉叫100L  

（7．2g有効成分／100h）  
＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0，0  く0．0  ＜0．1  

2回散布（14日間隔）   

BCS－0142．01  240g几フロアプル  

C214  （240g由几」）  

マンゴー  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1  

オ「ストラリア  （9．6g有効成分／100h）  

のelb，  可食部  

クイーンズ  240g瓜フロアブル  

ランド州）  （洗浄後）  

処理量：60mL製糾100L  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  く0．0  ＜0．0  ＜0．1  

2007年  （14．4g有効成分／川01月）  

2回散布（14日間隔）   

240g瓜フロアプル  
■  

（240gai几）  

処理量：40mL製斉町100L  ＜0．0   ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  く0．1  

（9．6g有効成分／100h）  

3回散布（14日間隔）   

150g瓜qD（15鴨aj瓜）  

処理量：40mL製糾100L  

（9．6g有効成分／100b）  14   ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．1   

3回散布（14日間隔）  

118   



処理量：40mL製紗100L  

㊥．6g有効成分／100b）  

2回散布（21日間㈲   

処理量：30mL掛100L  

（7．2g有効成分／100h）  

処理量：40mL梨郷100L  

処理量：咲）m⊥製剤／100L  

処理量：40mL製紗100L  

㊥．6g有効成分／100h）  

処理量：亜mL掛100L  

119  
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試験番号  作物名  残留量（m姓∂  

試料調製番号  試料調製方法   経過  
国名  分析  日数  P   Ml   

M5  M7  Ml ガ拭′′ド  合計   実施牢  部位  

240g瓜フロアブ′レ  

（240gai心  

処理量：40mL梨郷100L  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100h）  

2回散布（21日間隔）   

240g瓜フロアプル  

（240ga山  

処理量：30Il止製剤100L  

（7．2g有効成分／100h）  
＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

2回散布（14日間隔）   

BCS－0142．01  240g几フロアプル  

C214  （240gむ／0  

マンゴー  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

オ」ニストラリア  （9．6g有効成分／100b）  

（Delb，  可食部  

クイーンズ  240g瓜フロアプル  

ランド州）  （洗浄後）  

処理量：60mL製卿机00L  0．02  ＜0．02  0．03  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

2007年  （14．4g有効成分／100h）  

2回散布（14日間隔）   

240g瓜フロアプル  

（240ga〟U  

処理量：40mL製剤／100L  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100b）  

3回散布（14日間隔）   

150g几OD（150gai／U  

処理量：40mL製訓100L  

（9．6g有効成分／100h）  14   ＜0．0  く0．0  ＜0．0  ＜0．0  ＜0．0  q）．1   

3回散布（14日間隔）  

120   



2回散布（21日間隔）   

処理量：30mL製声抑100L  

2回散布（14日間隔）   

処理量：60mL鰍100L  

2回散布（14日間隔）   

（9．6g有効成分／1（氾k）  

121  

1   
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試験番号  作物名  残留量（m∈沖∂  

試料調製番号  経過  
国名  分析  日数  P   Ml   

Ml  

M5  M7   勿拭／ド  合計   実施年  部位   

240∈舛．フロアプル  

（240gai几）  

処理量：40mL製訓100L  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100h）  

2回散布（21日間隔）   

240が．フロアプル  

（24鴨ai／U  

処理量：30mL製舟レ100L  

（7．2g有効成分／100h）  
13   0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

2回散布（14日間隔）  

BCS－0142．01  240g瓜フロアプル  

C212  （240g誠0  

マンゴー  0．03  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

オL－ストラリア  （9．6g有効成分／100h）  

（SpringCreek，  

クイーンズ  240g瓜フロアプル  

ラン阿州  （洗浄後）  

処理量：60mL製糾100L  
0．04  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．12  

2007年  （14．4g有効成分ノ100Ⅰ』）  

2回散布（14日間隔）   

240g瓜フロアプル  

（240g扇／0  

処理量：40m⊥製剤／100L  
0．12  0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．20  

（9．6g有効成分／100Ⅰ瓜）  

3回散布（14日間隔）   

150g瓜OD（150ga∽J  

処理量：40mL製奔出00L  

（9．6g有効成分／100b）  13   0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．10   

3回散布（14日間隔）  

122   



試験番号  作物名  残留量（mg仮∂  

試料調製番号  経過  

国名  分析  日数  P   Ml   M5  M7   ガレロンド   
実施年  部位  

240釘Lフロアプル  

（240ga山  14   0．04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．12  

処理量：40mL製朴100L  

（9．6g有効成分／100h）  
21   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．14  

2回散布（21日間隔）  

処理量：30mL製紳100L  

2回散布（14日間隔）   

BCS－0142．01  処理量：40mL製糾100L  
C213  

（9．6g有効成分／100b）  

オー1ストラリア  
マン′ゴー  2回散布（14日間隔）   

（MtDangar；  
可食部  

クイーンズ  （未洗浄）  

ランド」00  

2007年  処理量：保）mL掛100L  

（14．4g有効成分／100h）  

2回散布（14日間隔）   

処理量：40mL掛100L  

（9．6g有効成分／100h）  

3回散布（14日間隔）   

処理量：40mL掛100L  

短．6g有効成分1．00h）  

3回散布（14日間隔）   
14   0．05  ＜0．02  

21   ＜0．02   

■
L
 
 
 



試験番号  作物名  残留量（mg此∂  

試料調製番号  
試料調製方法   

国名  分析  M5  M7  Ml グ厄玉．′ド  合計   実施年  部位  

240g瓜フロアプル  

（240gai心  

処理量：40mL掛100L  

（9．6g有効成分／1（氾b）  

2回散布（21日間隔）   

240釘Lフロアブ／レ  

（240ga山  

処理量：30mL製剤／100L  

（7．2g有効成分／100h）  
14   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

2回散布（14日間隔）  

BCS－0142．01  240〆【．フロアプル  

C213  （240gai／U  

マンゴー  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

オLrストラリア  （9．6g有効成分／100h）  

（MtDang叫  可食部  

クイーンズ  240套咋．フロアブル  
ランド州）  （洗浄後）  

処理量：60mL製剤／100L  0．04  ＜0．02  0．03  ＜0．02  ＜0．02  0．13  

2007年  （14．4g有効成分化00k）  

2回散布（14日間隔）   

240g几フロアプル  

（24晦ai／U  

処理量：40mL製斉Ⅳ100L  
＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100b）  

3回散布（14日間隔）   

150釘LOD（15鴨誠1．）  

処理量：40mL梨郷100L  

（9．6g有効成分几00h）  14   0．04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．12   

3回散布（14日間隔）  

124   



残留量（m少k∂  
経過  

日数  P   Ml   M5   M7   カl．ロンド   

14   0．05  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．13  

処理量：40mL製卿100L  
＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100b）  

2回散布但1日間隔）  28   0．02  ＜0・p2  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

35   ＜0．02   

24鴨几フロアブ／レ  

（24鴨ai瓜）  7   0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．10  

処理量：30mL製紳100L  

（7．2g有効成分／100h）  
＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，10  

2回散布（14日間隔）  

21   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

24鴨几フロアプ／レ  

（24鴨ai瓜）  7   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

BCS－0142．01  処理量：40mL製ヲ抑100L  

C214  （9．6g有効成分／1∝圧点）  
14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

オーづろトラリア  
マンゴー可  

食部  
のelb，  21   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  
クイーンズ  

ランド州）  
（未洗浄）   

（2亜gai瓜）  7   0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．10  

2（氾7年  処理量：60mL製ヲ抑100L  

（14．4g有効成∠  
／100k）  

2回散布（14日間隔）  
＜0．02   

240f舛．フロアプル  

（24鴨ai心  7   0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

処理量：40mL製紳100L  

（9．6g有効成分／100h）  
14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．10  

3回散布（14日間隔）  

21   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

15鴨几OD（1餓ga山  

7   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  
処理量：40mL梨郷100L  

㊥．6g有効成分／100h）  
3回散布（14日間隔）  

21   ＜0．10       ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02   
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試験番号  作物名  残留量（叫甚∂  

試料調製番号  ≡ 、≡ J   経過  
国名  分析  日数  P   Ml   M5   

M7  Ml ガbシド   
合計   

実施年  部位  

240g瓜フロアプル  

（240g誠1）  

処理量：40m⊥製剤／100L  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100h）  

2回散布（21日間隔）   

240g／Lフロアプル  

（240gai瓜）  

処理量：30m上製剤／100L  

（7．2g有効成分／100h）  
14   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

2回散布（14日間隔）  

BCS－0142．01  240釘Lフロアプル  

C214  （240gai瓜）  

マンゴー  処理量：40m上製剤／100L  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．10  

カL一ストラリア  （9．6g有効成分／100h）  

のelta，  可食部  

クイーンズ  240g瓜フロアプル  

ランド州）  （洗浄・後）  

処理量：60m上製剤／100L  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．10  

2007年  （14．4g有効成分／100Ⅰ月）  

2回散布（14日間隔）   

240釘1．フロアプ／レ  

（24鴨ai／0  

処理量：40mL製剤／100L  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100h）  

3回散布（14日間隔）   

150g瓜OD（1馳ga班」）  

処理量：40m⊥梨郷100L  

（9．6g有効成分／100h）  14   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10   

3回散布（14日間隔）  
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試験番号  作物名  残留量（叫沖∂  

御製番号  経過  
国名  分析  日数  P   Ml   

M5  M7  Ml カk工シド  合計   
実施年  部位   

0．02  ＜0．02  ＜0．02  
（9．6g有効成分／100b）  

2回散布（21日間隔）   

処理量：30mL製訓100L  

（7．2g有効成分／100h）  

2回散布（14日間隔）   

処理量：40mL梨郷100L  

2回散布（14日間隔）   

処理量：60mL製訓100L  

2回散布（14日間隔）   

処理量：40mL鰍100L  

㊥．6g有効成分几00b）  

3回散布（14日間隔）   

処理量：40mL掛100L  

（9．6g有効成分／100h）  

3回散布（14日間隔）   
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試験番号  作物名  残留量（叫甚∂  

試料調製番号  経過  

国名  分析  日数  P   
Ml  

Ml   
M5  M7   グ厄玉／ド  合計   実施牢  部位   

＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100h）  

2回散布（21日間隔）   

240g瓜フロアプル  

（240ga丑」）  

処理量：30mL製剤／100L  

（7．2g有効成分／100b）  
14   ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

2回散布（14日間隔）  

BCS－0142．01  240かⅠ．フロアプル  

C214  （240g鮎／L）  

マンゴー  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10  

オーストラリア  （9．6g有効成分／100h）  

のelb，  可食部  

クイーンズ  240g瓜フロアプル  

ランMll）  （洗浄後）   

処理量：60mL製紗100L  0．02  ＜0．02  0．03  ＜0．02  ＜0．02  0．11  

2007年  （14．4g有効成分／100Ll）  

2回散布（14日間隔）   

240g几フロアプル  

（240g誠Ⅰ．）  

処理量：亜mL製奔出00L  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．10  

（9．6g有効成分／100b）  

3回散布（14日間隔）   

150釘【βD（150gaj瓜）  

処理量：40mL梨郷100L  

（9．6g有効成分／100h）  14   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．10   

3回散布（14日間隔）  
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試験番号  作物名  残留量（m由k∂  

試料調製番号  経過  
国名  分析  日数  P   Ml   

Ml  
M5  M7   ガ1．ロンド  合計   

実施年  部位   

240g皿フロアプル  

也亜gai／U  

処理量：30InL梨郷100L  

（7．2g有効成分／100h）  

（展着剤0．1％血加用）   

（7．2g有効成分／100h）  

（10．8g有効成分／100Ⅰ月）  
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試験番号  作物名  残留量（m釘k∂  

試料調製番号  試料調製方法   経過  
国名  分析  目数  P   Ml   M5   

M7  Ml ガしロンド   部位  
合計   

実施年  

処理量：30mL製剤  

（展着剤0．1％Ⅴ付加用）   

（7．2g有効成分／100h）   

（7．2g有効成分／100h）  
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試験番号  作物名  残留量（m釘k∂  

試料調製番号  
Ml   M5   

Ml  
M7   クtロシ／ド  合計   

処理量：諷Il止製奔出00L  

（7．2g有効成分／100b）  

（7．2g有効成分／100b）  

3回散布（収穫淡）±5日、  

（展着剤0．1％Ⅴ付加用）   
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（4．8g有効成分／100k）  

（展着剤0．1％Ⅴル加用）   

（展着剤0．1％Ⅴん加用）   

（10．8g有効成分／100Ⅰ瓜）  

（展着剤0．1％v付加用）   
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（展着剤0．1％Jv加用）   
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